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町
政
執
行
方
針
、
教
育
行
政
執
行
方
針
に
７
議
員
が
一
般
質
問

　

第
７
期
総
合
計
画
の
確
実
な
推
進
を
求
め
る
決
議
可
決

平成24年４月25日発行

　4月 8日、ピンネシリ道の駅前の国道
でトラック同士による追突事故が発生。
ドクターヘリを要請する事態となりまし
た。雪解けで路面が乾くとスピードも上
がりがち。町民一人ひとりが交通事故に
あわない運転を心がけましょう。

緊迫の事故現場
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第１回
定例会
第１回
定例会

除
雪
、
住
宅
改
修
へ
の
助
成　

副
町
長
の
配
置

　

地
域
懇
談
会
の
活
性
化　

葬
儀
へ
の
町
職
員
の
派
遣

　
　

医
師
養
成
費
貸
付
金
問
題　

武
道
必
修
化
な
ど
、
７
議
員
が
一
般
質
問

自治基本条第７期総合計画と計画の確実な推進を
求める決議を全会一致可決！

　平成24年第１回定例会が、3月1日から23日まで23日間の会期で開

かれました。

　３月１日の行政報告で、野邑町長は、坂本建設株式会社（本社・

札幌市）の倒産に伴う町内事業者への影響について、２月末時点で

把握している売掛金として、建設事業者１社で約115万円、燃料販売

事業者1社で約70万円、中頓別観光開発株式会社で宿泊料約38万円、

合わせて約223万円になることを報告しました。

　平成24年度から向こう10年間の中頓別町のまちづくりの指針とな

る第７期中頓別町総合計画は、３月１日に提案されましたが、一度

撤回され、3月8日に再提案。いきいきふるさと常任委員会に付託さ

れ、同日原案どおり可決されました。

　恒例のサンデー議会は、日曜日が中頓別小学校の卒業式と重なっ

たため、３月17日にサタデー議会として開かれ、町政執行方針、教

育行政執行方針の表明に続き、７名の議員が一般質問を行いました。

　一般質問の様子は、役場ロビーと町民センターに配信され、11名

（うち議場1名）の町民がテレビの前の論戦に耳を傾けました。

　今定例会では、町長から提案された31議案を審議。平成24年度一

般会計予算案ほか７会計予算案は、全議員で構成する「予算審査特

別委員会」（本多夕紀江委員長）に付託。

　22日に再開された本会議では、一般会計予算に計上された役場裏

の土地を購入する公有財産購入費220万円を減額する修正案を賛成多

数で可決。介護保険条例の一部を改正する条例と介護保険事業特別

会計予算は、介護保険料算定の基礎となる第５期介護保険計画が定

められていないことを理由に否決（その後、３月29日に招集された

第２回臨時会において、両議案とも可決）、その他の会計は、審査

意見を付けて原案どおり可決されました。

　日程の最後に、「第７期中頓別町総合計画の確実な推進を求める

決議」（星川三喜男常任委員長発議）を全会一致で可決。すべての

議案の審議を終えたため、会期を一日残して閉会しました。
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議
案
第
８
号　

中
頓
別
町
介
護
保
険
条
例
（
一
部

　

 

改
正
）

○ 

議
案
第
９
号　

中
頓
別
町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管

 　

理
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
10
号　

中
頓
別
町
国
民
健
康
保
険
病
院
の

　

 

医
師
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
12
号　

指
定
管
理
者
の
指
定

○ 

議
案
第
13
号　

指
定
管
理
者
の
指
定

○ 

議
案
第
14
号　

指
定
管
理
者
の
指
定

○ 

議
案
第
15
号　

指
定
管
理
者
の
指
定

○ 

議
案
第
16
号　

指
定
管
理
者
の
指
定
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議
案
第
25
号　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算

○ 

議
案
第
26
号　

平
成
24
年
度
自
動
車
学
校
事
業
特

 　

別
会
計
予
算

○ 

議
案
第
27
号　

平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業

 　

特
別
会
計
予
算

○ 

議
案
第
28
号　

平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
病
院

　

 

事
業
会
計
予
算

○ 

議
案
第
29
号　

平
成
24
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計

 　

予
算

○ 

議
案
第
30
号　

平
成
24
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会

　

 

計
予
算
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議
案
第
31
号　

平
成
24
年
度
介
護
保
険
事
業
特　

 　

会
計
予
算

○ 
議
案
第
32
号　

平
成
24
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事

　

 
業
特
別
会
計
予
算

○ 

発
議
第
１
号　

第
７
期
中
頓
別
町
総
合
計
画
の
確

 　

実
な
推
進
を
求
め
る
決
議

※
 

○ 

は
原
案
可
決
、 
△ 

は
一
部
修
正
、×

 

は
否
決
。

　

第１回定例会で
　　　決まりました
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第１回定例会で
　　　決まりました

議
決
結
果
の
一
覧

○ 

議
案
第
17
号　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
18
号　

平
成
23
年
度
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会 

　

 

計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
19
号　

平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別 

　
 

会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
20
号　

平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

　
 

会
計
補
正
予
算

○ 
議
案
第
21
号　

平
成
23
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

 　

予
算

○ 

議
案
第
22
号　

平
成
23
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

 　

正
予
算

○ 

議
案
第
23
号　

平
成
23
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

 　

補
正
予
算

○ 

議
案
第
24
号　

平
成
23
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特

 　

別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
２
号　

第
７
期
中
頓
別
町
総
合
計
画
を
定
め
る

 　

こ
と
に
つ
い
て
の
撤
回
（
平
成
24
年
３
月
１
日
提
案　

　

 

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
付
託
事
件
）

○ 

議
案
第
33
号　

第
７
期
中
頓
別
町
総
合
計
画

○ 

議
案
第
11
号　

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の

 　

変
更

○ 

議
案
第
３
号　

重
要
な
公
の
施
設
並
び
に
議
会
の
議
決

 　

に
付
す
べ
き
重
要
な
公
の
施
設
の
利
用
又
は
廃
止
に
関

　

 

す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
４
号　

中
頓
別
町
税
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
５
号　

中
頓
別
町
手
数
料
徴
収
条
例
（
一
部
改

　

 

正
）

○ 

議
案
第
６
号　

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
施
行
に
伴
う
関
係
条

 　

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

○ 

議
案
第
７
号　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係

　

 

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

　

元
町
議
会
議
員
、
石
井
雄
一
さ
ん

が
、
３
月
24
日
未
明
、
農
業
委
員
会

の
公
務
出
張
中
、
滞
在
先
の
札
幌
市

で
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
63
歳
で
し
た
。

　

石
井
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
４
月
に

初
当
選
以
来
、
５
期
20
年
に
わ
た
り

本
町
議
会
議
員
を
務
め
、
町
政
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
平
成
15
年
か
ら
は
、
産

業
建
設
常
任
委
員
長
の
要
職
を
担
い
、

議
会
き
っ
て
の
農
政
通
と
し
て
敏
腕

を
揮
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て

の
功
績
も
多
大
で
あ
り
、
議
会
推
薦

の
委
員
と
し
て
専
門
的
知
識
を
発
揮

さ
れ
た
ば
か
り
か
、
平
成
20
年
７
月

か
ら
は
、
会
長
の
重
責
を
務
め
、
農

地
の
利
用
集
積
と
農
林
業
の
活
性
化

に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

石
井
雄
一
さ
ん
逝
く

元
町
議

3月17日の議会に出席したあり
し日の石井さん（左端）
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こ
こ
が
聞
き
た
い
、
知
り
た
い

私
た
ち
の
一
般
質
問

　

第
１
回
定
例
会
は
、
町
長
が
町
政
執
行
方
針
、
教
育
長
が
教
育
行
政
執
行
方
針
を
表
明
。
７
議
員

が
、
第
７
期
総
合
計
画
、
高
齢
者
の
安
心
・
安
全
対
策
等
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

石
川
保
健
福
祉
課
長

答　

22
年
か
ら
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
安
否
確

認
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
本
年
度
は
65
歳
以

上
の
高
齢
者
に
つ
い
て
民
生
委
員
に
よ
る
全

戸
訪
問
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
23
年
12
月
に

は
保
健
師
に
よ
る
訪
問
と
電
話
で
の
安
否
確

認
を
行
っ
て
い
る
。

　

24
年
２
月
開
催
の
民
生
委
員
協
議
会
に
お

い
て
も
孤
立
死
な
ど
の
問
題
を
取
り
上
げ
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
宅
の
訪
問
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
保
健
師
や

民
生
委
員
に
よ
る
訪
問
を
充
実
し
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
の
見
守
り
体
制
を
強
化
し
て
い

き
た
い
。

　

孤
独
・
孤
立
対
策
に
つ
い
て

問　

札
幌
市
内
で
40
歳
代
の
姉
妹
が
孤
立
死
し
た
問
題

が
大
き
な
波
紋
を
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
問
題
は
札
幌

市
の
み
な
ら
ず
、
さ
い
た
ま
市
で
男
女
３
人
、
東
京

で
も
母
親
と
４
歳
に
な
る
男
児
の
遺
体
が
発
見
さ
れ

る
な
ど
事
態
は
深
刻
で
あ
る
。
道
東
で
も
高
齢
者
夫

婦
が
孤
立
死
し
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
。

　

道
は
こ
の
問
題
を
重
く
見
て
道
内
の
市
町
村
に
対

し
て
地
域
住
民
ら
と
連
携
し
て
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
見
守
り
体
制
を
強
化
す
る
よ
う
通
知
を
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
町
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
実
態
調

査
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
防
止
対
策
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

地
域
住
民
の
見
守
り
で
孤
立
な
く
そ
う

山

本

得

恵
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２４年度の重点事業を問う

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
復
活
を

問①
執
行
方
針
で
は
行
政
領
域
す
べ
て
を
重
点
化

　

し
て
述
べ
て
い
る
が
的
が
絞
れ
て
い
な
い
。

　

24
年
度
重
点
事
業
を
３
〜
５
点
に
絞
り
上
げ

　

る
と
ど
う
な
る
か
。

②
財
政
の
健
全
化
は
進
み
、
「
実
質
公
債
費
比

　

率
」
で
「
早
期
健
全
化
基
準
」
は
22
年
度
25

　

％
を
下
回
り
、
23
年
度
18
％
台
、
24
年
度
16

　

％
台
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
健
全
化
の
数

　

値
は
低
い
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
一
定
の
目

　

標
、
目
途
が
必
要
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
状

　

態
に
な
れ
ば
、
我
慢
を
強
い
て
き
た
町
民
サ

　

ー
ビ
ス
を
復
活
で
き
る
の
か
。

　

野
邑
町
長

答①
今
年
度
の
最
重
要
事
項
は
「
常
勤
医
師
２
名

　

体
制
の
早
期
実
現
」、「
防
災
体
制
の
整
備
」
、

　

「
特
定
健
康
診
査
受
診
率
の
ア
ッ
プ
」
、

　

「
第
三
者
（
農
業
）
継
承
者
の
実
現
」
と
し

　

た
い
。

②
平
成
25
年
度
決
算
で
実
質
公
債
費
比
率
15
％

　

以
下
を
目
標
と
し
、
第
７
期
総
合
計
画
の
「

　

重
点
課
題
と
主
な
取
り
組
み
」
の
中
で
町
民

　

要
望
の
強
い
「
医
療
」
、
「
雇
用
」
、
「
子

　

供
の
育
成
」
、
「
環
境
」
、
「
防
災
」
な
ど
、

　

４
月
中
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
取

　

り
組
み
た
い
。

問　商店継承者にも援助を
　街中の商店が閉店し、さらに取り壊されていく
のは住民として寂しい限りである。後継者がいな
いことが課題となっているようであるが、身内の
後継者でなく、新規就農者のように若い世代に譲
渡できるよう、町の援助制度を検討できないか。

問

障
が
い
者
に
新
し
い

　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
を
！

東
海
林

繁

幸

商店継承でまちに活力を！
東海林 繁 幸

答小林まちづくり推進課長
　商工会からも提案されている。商工会だけでな
く町民の買い物の利便性を確保するためにも重要
課題と認識している。
現状、課題を早急に把握し関係機関とも十分に協
議しながら対策を検討したい。

　

身
体
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

問　

町
の
障
が
い
者
対
策
の
ほ
と
ん
ど

が
障
が
い
者
施
設
の
支
援
で
占
め
ら

れ
て
い
る
。
人
口
の
６
％
を
占
め
る

在
宅
で
生
活
す
る
身
体
障
が
い
者
に

対
し
て
、
例
え
ば
体
幹
、
下
肢
障
が

い
者
に
ハ
イ
ヤ
ー
券
の
割
り
増
し
支

給
を
す
る
な
ど
、
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

石
川
保
健
福
祉
課
長

答　

現
在
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
日
常
生
活

用
具
の
給
付
や
貸
与
、
福
祉
ハ
イ
ヤ

ー
交
通
費
助
成
な
ど
が
主
な
も
の
で
、

現
在
策
定
中
の
第
３
期
障
が
い
福
祉

計
画
に
お
い
て
、
重
度
の
身
体
障
が

い
者
に
対
す
る
保
健
師
の
訪
問
事
業

や
障
が
い
者
関
係
団
体
の
育
成
支
援

な
ど
を
行
い
た
い
。

東海林 繁 幸



なかとんべつ町議会だより１７６号 ６

早急に副町長を配置すべき

老
後
の
安
全
・
安
心
対
策

　
　
　

町
民
共
通
の
課
題
に

細

谷

久

雄

　

高
齢
化
・
独
居
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

問　

少
子
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
、
本
町
で
も
若
者
人

口
が
減
少
す
る
一
方
で
、
高
齢
者
、
独
居
世
帯
が
増

加
す
る
町
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
孤
独
死
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
住
民
参
画
・
協
働
、

助
け
合
い
・
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
の
模
索
が
続
い

て
い
る
が
、
国
・
道
・
町
も
対
応
で
き
て
い
な
い
。

高
齢
者
、
独
り
暮
ら
し
の
方
々
の
不
安
を
解
消
す
る

対
策
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　

石
川
保
健
福
祉
課
長

答　

本
町
の
３
月
末
の
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
35
・

４
％
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
、
高
齢
独
居
世
帯
、

老
夫
婦
世
帯
の
現
状
を
把
握
し
、
不
安
の
解
消
や
見

守
り
体
制
な
ど
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
力
を
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
生
委
員
、
保
健
師
が
重
点
的

に
訪
問
を
行
い
、
不
安
の
解
消
と
な
る
よ
う
努
め
、

さ
ら
に
見
守
り
と
い
う
観
点
か
ら
自
治
会
と
も
相
談

し
て
い
き
た
い
。

問　副町長の配置について
　副町長を配置しない理由が財政的な問題であるな
らば考えを改めるべきではないか。町長が多忙で不
在が増えれば、町民への対応、決断が遅れるなどマ
イナス面が多く、町長の健康管理面においても適当
ではない。本年６月位には提案すべきではないか。

問

答野邑町長
　平成１７年度の「中・長期行財政運営計画に関す
る最終答申書」の中で組織改革の一環として「助役
の廃止について検討する」という報告があったこと
を尊重し、副町長を配置しなくても町民に不便や迷
惑をかけずに町政を執行していけるとの判断であっ
た。不便や迷惑をかけているとすれば、遅くとも２
５年３月には提案できるよう準備したい。

老人単身世帯の除雪は、豪雪地帯の本町に欠かせない

道
内
に
は
町
長
を
補
佐
で
き
る
副
町
長
を
公
募
す
る
自
治
体
も

東海林 繁 幸



なかとんべつ町議会だより１７６号７

住民意見吸い上げるしくみの充実を

問　地域懇談会の活性化策は
　町長は「まちづくり」を町民と協働して進めるために、「町長がおじゃ
まします」（地域懇談会）を毎年行っているが、
①地域懇談会の開催意義についてどのような認識をお持ちか。
②各地域の参加者数と提案された意見、要望は今後どのように町政に反映
　していくのか。
③今後もこの地域懇談会を実施するのか。

問

答遠藤総務課長
①現在の地域懇談会は「情報公開と住民参加」を推進したいとの思いで行
　っている。
②本年度の地域懇談会に出席いただいた人数は約９０名で、町民の方々か
　らいただいた意見や要望は担当課に対応を指示し、取り組みを行ってい
　る。
③参加者数は減少してきているが今後とも地域懇談会を要望する自治会と
　は継続し、来年度からは各種団体等との懇談会も実施していきたい。

答小林まちづくり推進課長
①実態は、町内全域が民放ラジオの難聴地域である。昨年から浜頓別町が中心と
　なり、本町と枝幸町とで対応について協議してきた。主に浜頓別町が窓口とな
　り北海道総合通信局、各放送局などから情報収集している。
②基本的には浜頓別町、枝幸町と歩調を合わせて取り組むことが望まし　いと考
　えており、３町合同でできるだけ早い時期に放送事業者に対する要望活動に取
　り組みたい。
答野邑町長
②今現在、町民に防災用のラジオを配布することは考えていない。
　将来的には光ファイバーを全町に敷設するような事業に取り組んでいくときに
　解決される問題と思っている。
　　アナログの電波が満杯という状況でテレビもＢＳに変わりつつあり、消防無
　線もデジタル化されて電波に余裕が出てくるので、経費は別にして、近い将来、
　民放の中継基地建設の可能性はあると認識している。

災害対策としてラジオ活用を！

問　情報格差の解消を
　本町では、ＮＨＫラジオは聴こえるが、民放２局が聴こえない。
　ラジオは停電の影響を受けにくく災害時には大きな効果を発揮す
る。町長は本町におけるラジオ放送の必要性をどのように捉え、情
報格差を是正するつもりか。
①町内ラジオ難聴地域の実態把握と関係機関等への働きかけの取り
　組み経過等は？
②今後、ラジオ難聴地域を解消するための政策をどのように考えて
　いるか。また、災害避難時に本領を発揮する防災ラジオを町民に
　配布する考えは　ないか。

問

防災ラジオは災害時の必需品

細 谷 久 雄

細 谷 久 雄



答中原産業建設課長
①条例制定の12年度から22年度まで32 
　件の実績で定住促進に寄与してきた。
　規定では150万円以上の評価額になれ
　ば増改築も対象になる。利用件数は減
　少しているが定住促進と生活環境の向
　上を図るため現行制度を継続したい。
　リフォームや中古住宅の購入について
　は国による減税制度の優遇措置等があ
　るので情報提供に努めたい。
②省エネ改修等には国の減税制度の優遇
　措置、住宅エコポイント制度等がある
　ので住宅相談や情報提供に努めたい。

　

石
川
保
健
福
祉
課
長

答①
相
談
窓
口
の
利
用
は
毎
年
10
件
程
度
、
本
年
は
14
件

　

の
う
ち
高
齢
者
事
業
団
で
の
対
応
が
10
件
、
４
件
は

　

建
設
業
者
に
紹
介
し
て
い
る
。

　

住
民
へ
の
周
知
が
不
足
し
て
い
る
の
で
旬
報
等
で
相

　

談
窓
口
開
設
の
お
知
ら
せ
を
行
い
た
い
。

②
除
雪
支
援
事
業
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
委
託
で
、

　

建
設
協
会
と
相
談
の
上
、
業
者
を
決
定
し
て
い
る
。

　

効
率
的
で
効
果
的
な
方
法
を
今
後
検
討
し
て
い
き
た

　

い
。
要
綱
で
は
、
基
本
的
に
は
身
内
が
行
う
べ
き
で

　

あ
る
が
、
特
例
が
適
用
に
な
れ
ば
対
象
と
な
る
こ
と

　

か
ら
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

③
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

なかとんべつ町議会だより１７６号 ８

雪下ろしの不安解消し
　　　　住みよいまちに

　

除
雪
業
者
・
作
業
請
け
負
う
個
人
に
支
援
を

問　

除
雪
は
住
民
の
大
き
な
関
心
事
、
と
り
わ
け
屋
根
の

雪
下
ろ
し
は
深
刻
で
あ
る
。
除
雪
が
心
配
と
い
う
声
が

多
く
聞
か
れ
る
の
は
今
の
体
制
が
不
十
分
だ
か
ら
で
あ

る
。
住
民
が
困
っ
て
い
る
こ
と
、
不
安
に
思
っ
て
い
る

こ
と
に
手
を
差
し
伸
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。

①
除
雪
相
談
窓
口
は
機
能
し
て
い
る
か
。

②
一
業
者
が
全
町
30
世
帯
位
を
担
当
し
て
い
る
除
雪
支

　

援
事
業
を
小
回
り
の
き
く
方
法
に
改
め
ら
れ
な
い
か
。

　

ま
た
、
作
ら
れ
て
か
ら
30
年
も
経
ち
、
町
内
に
扶
養

　

義
務
者
が
い
る
と
対
象
に
な
ら
な
い
な
ど
要
綱
全
体

　

を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
屋
根
の
除
雪
は
危
険
を
伴
う
た
め
、
引
き
受
け
る
業

　

者
や
個
人
に
支
援
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

暖
か
い
家
で
住
み
続
け
る
た
め
に

本

多

夕
紀
江

議会を傍聴しましょう
　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な「しゃべり場」
です。議会では、議会だよりで必要な情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各
種委員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、６月に招集されます。日程は、議会だより臨時号などでお知らせします。
　多くの町民のみなさまの傍聴をお待ち申しあげております。

問　住宅の小規模リフォームにも助成を
　住宅建設促進条例の目的は定住促進と生活環
境の向上であるが、実際には新築しか対象にな
らず、直近の５年間の利用は３件。現実的な使
える内容に改めるべきではないか。
①１件当りの助成額を減額してリフォームや中
　古住宅の購入も対象にした方が定住促進や地
　域経済の活性化につながる。
②第７期総合計画のまちのめざす将来像として
　「地球と環境にやさしいくらし」が取り上げ
　られているが、自然エネルギーの活用やエコ
　ガラスへの改修など環境に配慮した住宅改修
　に助成すべきではないか。

問

高
所
で
の
雪
下
ろ
し
作
業
は

　
　
　
　
　

危
険
と
背
中
あ
わ
せ本 多 夕紀江



　

第
６
期
総
合
計
画
期
間
中
に
国
の
三
位
一
体
改
革
で
、
そ

れ
ま
で
25
億
円
だ
っ
た
地
方
交
付
税
が
20
億
円
に
激
減
し
、

ほ
と
ん
ど
新
た
な
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

実
施
計
画
に
そ
っ
て
ど
れ
く
ら
い
取
り
組
め
た
か
は
、
後
ほ

ど
資
料
を
提
出
し
た
い
。

　

第
７
期
総
合
計
画
で
定
め
た
重
点
課
題
・
四
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
職
員
だ
け
で
な
く
総
合
開
発
委
員
会

委
員
も
加
わ
っ
た
体
制
を
立
ち
上
げ
さ
せ
る
。
四
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
の
中
か
ら
を
早
急
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
を
選
び
、
具
体
的
な
達
成
指
標
を
つ
く
っ
て
議

会
に
示
し
た
い
の
で
、
も
う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

　

野
邑
町
長

答

なかとんべつ町議会だより１７６号９

第７期総合計画の確実な推進を！

　

前
期
計
画
総
括
し
、
第
７
期
計
画
に
つ
な
げ
る
べ
き

問

人生の最期を
　安心して迎えられる町に

　

第
６
期
総
合
計
画
で
は
、
「
自
然
と
共
生
す
る
地
域
づ
く

り
」
、
「
豊
か
な
こ
こ
ろ
を
育
む
く
ら
し
づ
く
り
」
、
「
新

し
い
自
治
の
し
く
み
づ
く
り
」
の
３
本
を
政
策
の
柱
に
据
え

て
き
た
が
、
十
年
間
で
ど
れ
く
ら
い
進
ん
だ
と
総
括
さ
れ
る

の
か
。
第
７
期
総
合
計
画
に
つ
い
て
、
総
合
開
発
委
員
会
か

ら
付
さ
れ
た
答
申
意
見
５
点
の
う
ち
、
「
重
点
課
題
に
取
り

組
む
体
制
の
整
備
」
（
①
環
境
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
②
経

済
振
興
と
雇
用
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
③
安
全
安
心
・
い
つ

ま
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
④
地
域
ぐ
る
み

子
育
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
。

重
点
課
題
に
対
す
る
体
制
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
整
備
さ

れ
、
数
値
目
標
は
い
つ
ま
で
に
つ
く
る
の
か
。

　

野
邑
町
長

答　

本
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
で
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

が
進
み
、
集
落
の
住
民
だ
け
で
物
事
が
完
結
で
き
な
い
地

域
も
あ
る
と
思
う
の
で
内
部
で
検
討
し
た
い
。

　

限
界
集
落
で
の
葬
儀
に
町
職
員
派
遣
で
き
な
い
か

問　

本
町
で
は
、
集
落
の
人
口
が
減
り
、
と
く
に
葬
儀
で
は

人
手
不
足
が
深
刻
で
隣
の
集
落
の
応
援
を
借
り
て
も
十
分

な
人
数
が
そ
ろ
わ
な
い
場
合
も
あ
る
。

　

人
生
の
最
期
を
安
心
し
て
地
域
の
人
々
が
送
り
出
せ
る

よ
う
に
町
職
員
を
派
遣
す
る
制
度
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

　

そ
の
際
、
実
働
部
隊
と
な
る
町
職
員
に
は
、
休
暇
を
と

ら
ず
に
職
務
を
免
除
で
き
る
よ
う
な
取
り
扱
い
を
検
討
で

き
な
い
か
。

ホームページで議事録などを公開しています
　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、定例会
の議事録などを公開しています。町ホームページから 町の概要 → 中頓別町議会 へ進みご覧ください。
　議会はみなさんの暮らし、福祉などの身近な問題を議論する大切な会議です。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。

人生の最期をしめくくる葬儀に行政の支援を！

柳 澤 雅 宏

柳 澤 雅 宏



答小林まちづくり推進課長
　第７期総合計画の人口目標は、予測値を大きく上回る設定となってお
り、厳しい目標と認識している。人口減少のペースは鈍っているが、こ
のままでは100人近く目標を下回る。
　達成のための政策として、基本理念とともに掲げた４つの重点課
題（プロジェクト）に取り組みたい。今、いる町民に住み続けてもらい、
若い世代が安心してこどもが生めるまちづくりをめざしたい。移住定住
は、住宅が不足しているが、起業対策も積み上げ目標を達成できるよう
にしたい。
　具体的に一流になったものはないが、地域の資源を生かしたまちづく
りが進められ、第７期計画に引き継がれたと思う。
　町民アンケートはこれからの施策づくりに活用したい。幸福度調査は
素晴らしい発想なので検討したい。海士町のように町民主体で総合計画
を推進するようにしたい。

なかとんべつ町議会だより１７６号 10

自然学校の校長を替え
　　経営の自由度高めるべき

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

そ
う
や
自
然
学
校
の
利
用
実
績
は
、
２
月
末
現
在
で
２

２
４
８
人
。
運
営
は
２
名
の
常
勤
職
員
の
ほ
か
、
町
職
員

１
名
が
担
当
し
、
運
営
費
は
、
約
６
５
０
万
円
、
利
用
料

収
入
は
80
万
円
で
あ
る
。
町
職
員
の
人
件
費
は
一
人
当
た

り
７
０
０
万
円
程
度
で
あ
り
、
こ
れ
を
含
め
る
と
赤
字
額

は
大
き
く
な
る
。

　

運
営
方
法
は
、
現
在
、
総
務
省
の
事
業
に
乗
っ
て
人
件

費
を
補
っ
て
お
り
、
23
年
度
か
ら
３
年
間
は
直
営
と
し
た

い
。
そ
の
後
は
、
指
定
管
理
者
も
含
め
運
営
体
制
の
見
直

し
を
検
討
し
た
い
。

　

そ
う
や
自
然
学
校
の
実
績
と
運
営
体
制
は
？

問　

そ
う
や
自
然
学
校
の
利
用
実
績
と
運
営
体
制
、
運
営
費

の
状
況
を
伺
う
。
運
営
費
の
中
に
、
担
当
町
職
員
の
人
件

費
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。
も
し
、
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

実
際
の
赤
字
額
は
い
く
ら
か
。

　

直
営
に
よ
る
運
営
か
ら
、
指
定
管
理
者
な
ど
に
よ
る
運

営
に
変
更
す
る
考
え
は
な
い
か
。
い
ま
か
ら
、
特
色
あ
る

人
材
を
校
長
に
登
用
し
、
そ
の
人
の
魅
力
に
よ
っ
て
、
リ

ピ
ー
タ
ー
（
何
度
も
来
る
人
）
を
増
や
す
発
想
が
必
要
で

は
な
い
か
。
経
営
概
念
を
導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
指
定

管
理
者
で
経
営
の
自
由
度
を
上
げ
て
、
例
え
ば
、
外
国
人

の
校
長
と
し
、
世
界
に
発
信
し
て
旅
行
者
を
呼
び
込
む
よ

う
な
大
胆
な
発
想
が
必
要
だ
と
思
う
。
魅
力
あ
る
自
然
学

校
に
す
る
た
め
に
、
い
ま
か
ら
人
材
を
一
新
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

若
者
が
定
着
し
、
幸
せ
に
な
れ
る
総
合
計
画
に
！

宮

崎

泰

宗

問　「十年後の人口1720人」を実現できる総合計画か
　第７期総合計画では、2021年（平成33年）の人口目標が1,720人に設定
されたが、常任委員会でも異論が出され、毎年の目標人口を大きく下回
った場合は、直ちに見なおすことで決着した経緯がある。国立社会保障
・人口問題研究所が予測する2020年（平成32年）で1,588人が妥当なとこ
ろではないか。目標達成のための出生率の向上策と移住定住人口の具体
的な数値を示さないのは、町政執行方針の信用性にかかわる。どのよう
な政策で目標達成を図るのか。
　第６期計画では、「一流の、中頓別（いなか）づくり」を掲げたが、
なにが一流になったのか。町民アンケートの活用法と議会が参考にした
島根県海士（あま）町、ブータン王国のような町民の幸福度（量）調査
をしてはどうか。

問

宮 崎 泰 宗



　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

23
年
度
は
病
院
の
送
迎
を
優
先
し
て
改
善
を
図
り
た
い
。
デ

マ
ン
ド
バ
ス
を
含
む
地
域
の
交
通
全
体
の
見
直
し
は
、
そ
の
後

の
課
題
と
し
た
い
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得
て
交
通
手

段
の
現
状
に
つ
い
て
、
一
部
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に

詳
し
い
調
査
を
継
続
し
た
い
。

　

現
在
、
週
１
回
の
兵
安
神
崎
地
区
の
病
院
送
迎
を
24
年
度
の

で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
改
善
し
た
い
。

　

野
邑
町
長

答　

小
頓
別
方
面
の
送
迎
と
同
じ
よ
う
に
兵
安
神
崎
方
面
か
ら
も

週
２
回
行
っ
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
効
率
・
効
果
を
検

討
さ
せ
て
い
る
。
現
在
、
一
台
の
バ
ス
で
患
者
輸
送
し
て
い
る

が
、
車
を
分
け
て
、
両
地
域
を
実
施
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

る
。
他
の
集
落
も
含
め
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
一
定
の

年
齢
の
人
な
ら
、
地
域
を
問
わ
ず
病
院
に
送
迎
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。

　

昨
年
９
月
15
日
の
反
訴
か
ら
、
４
回
の
公
判
が
開
か
れ
、
現
在
は
証
人

尋
問
の
段
階
で
、
判
決
の
見
通
し
は
、
夏
く
ら
い
に
な
る
と
思
う
。

　

弁
済
金
は
、
３
月
末
で
平
成
22
年
度
分
１
６
０
万
円
、
23
年
度
分
２
４

０
万
円
、
合
計
４
０
０
万
円
で
あ
る
。
連
帯
保
証
人
に
は
、
３
回
直
接
弁

済
を
依
頼
し
て
い
る
が
、
応
じ
て
く
れ
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
「
現
在
、

裁
判
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
推
移
を
見
た
い
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

連
帯
保
証
人
に
は
裁
判
と
弁
済
は
別
と
説
明
し
て
い
る
。
弁
済
し
て
い

た
だ
い
て
、
町
が
勝
訴
す
れ
ば
、
前
院
長
か
ら
連
帯
保
証
人
に
支
払
い
が

さ
れ
る
。
今
後
も
連
帯
保
証
人
へ
の
請
求
行
為
は
続
け
た
い
。

　

勝
訴
す
れ
ば
反
訴
に
町
民
の
税
金
を
使
う
こ
と
は
な
い
、
（
敗
訴
と
い

う
）
最
悪
の
場
合
は
、
違
う
方
法
で
反
訴
費
用
を
負
担
し
、
町
民
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
当
時
の
経
緯
は
あ
る
が
、
本
人
を
信
頼
し

積
立
金
を
連
帯
保
証
人
に
返
し
た
私
に
も
責
任
が
あ
る
。

　

野
邑
町
長

答

なかとんべつ町議会だより１７６号11

反訴の判決の時期は？
　　連帯保証人は弁済を！

　

医
師
養
成
費
貸
付
金
返
還
請
求
訴
訟
の
経
過
と
弁
済
に
つ
い
て

問

病院への送迎バスは全町的課題

　

国
保
病
院
前
院
長
へ
の
反
訴
の
経
過
と
判
決
の
見
通
し
を
伺
う
。
判
決

が
下
り
る
見
通
し
は
い
つ
ご
ろ
か
。

　

訴
訟
と
貸
付
金
契
約
は
別
物
で
あ
り
、
連
帯
保
証
人
か
ら
、
早
急
に
弁

済
し
て
も
ら
う
べ
き
で
あ
る
。
弁
済
金
額
は
い
く
ら
か
。
連
帯
保
証
人
が

弁
済
に
応
じ
な
い
理
由
は
な
に
か
。
連
帯
保
証
人
に
は
、
裁
判
の
推
移
を

見
届
け
る
権
利
は
な
く
、
契
約
書
に
基
づ
き
債
務
が
弁
済
さ
れ
な
い
な
ら
、

従
前
の
議
会
で
の
答
弁
の
よ
う
に
、
町
が
連
帯
保
証
人
を
訴
え
る
立
場
に

な
る
。
仮
に
、
全
面
勝
訴
で
な
い
場
合
、
連
帯
保
証
人
に
一
部
敗
訴
部
分

の
弁
済
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
連
帯
保
証
人
が
弁
済
す
れ

ば
、
訴
訟
に
な
る
こ
と
も
な
い
の
で
、
訴
訟
費
用
を
な
ん
の
落
ち
度
も
な

い
町
民
の
負
担
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
部
敗
訴
し
、
訴
訟
費
用
を

町
が
持
つ
場
合
、
そ
の
金
額
を
連
帯
保
証
人
に
請
求
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
金
担
保
で
あ
る
積
立
金
を
弁
済
前
に
連
帯
保
証
人
に
返
し
た
の
は
町
長

で
あ
り
、
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

デ
マ
ン
ド
（
予
約
）
バ
ス
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　

高
齢
者
の
足
確
保
対
策
と
し
て
、
昨
年
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い

て
一
般
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
23
年
度
中
に
検
討
さ
せ
る
と
の
町
長

答
弁
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
第
７
期
総
合
計
画
で
も
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
導
入
に
関
す
る
調
査
は
行
わ
れ
て

い
る
か
。
病
院
へ
の
送
迎
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を

知
り
た
い
。

　

兵
安
神
崎
地
区
の
住
民
は
週
２
回
の
送
迎
を
期
待
し
て
い
る
。

町
政
執
行
方
針
に
は
、
「
小
頓
別
方
面
の
週
２
回
の
患
者
送
迎
車

の
運
行
の
継
続
」
と
あ
る
が
、
24
年
度
中
に
改
善
を
図
か
れ
る
の

か
、
見
通
し
を
伺
う
。

証
人
尋
問
が
は
じ
ま
る
旭
川
地
方

裁
判
所
名
寄
支
部

宮 崎 泰 宗

星 川 三喜男



　

柴
田
国
保
病
院
事
務
長

答　

地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
約
１
億
３
千
２
百
万
円
が
繰
出
金
に
補
て
ん

さ
れ
る
た
め
実
質
不
足
額
は
、
１
億
３
千
３
百
万
円
前
後
と
な
る
。
医
師
２

名
体
制
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
が
赤
字
削
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　

浅
野
自
動
車
学
校
長

答　

赤
字
額
は
１
４
０
万
円
程
度
に
な
る
。
教
習
生
の
受
入
増
に
つ
な
が
る
指

導
員
の
確
保
に
努
め
、
新
車
導
入
の
利
点
を
生
か
す
と
と
も
に
、
他
の
自
動

車
学
校
に
流
れ
た
高
校
生
の
入
校
回
復
を
図
り
、
赤
字
削
減
に
努
め
た
い
。

　

野
邑
町
長

答　

病
院
の
累
積
欠
損
金
は
、
23
年
度
並
の
地
方
交
付
税
が
交
付
さ
れ
れ
ば
、

あ
ま
り
心
配
し
て
い
な
い
。
実
質
不
足
額
が
２
億
円
に
達
す
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
一
般
会
計
で
耐
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
心
配
す
る
こ
と
に
な
る
。

将
来
の
地
方
交
付
税
の
見
通
し
を
立
て
る
の
は
難
し
い
。
早
く
二
人
目
の
医

師
を
確
保
し
、
経
費
節
減
と
収
入
増
を
図
る
こ
と
に
つ
き
る
。
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
高
齢
者
施
設
も
あ
り
、
病
院
縮
小
の
考
え
は
な
い
。

　

自
動
車
学
校
に
つ
い
て
は
、
教
習
生
の
確
保
は
難
し
い
が
、
１
０
０
万
円

程
度
の
赤
字
な
ら
存
続
さ
せ
た
い
。

　

青
木
教
育
次
長

答①
中
学
校
１
、
２
年
生
で
実
施
し
た
い
。
指
導
は
、
教
師
任
せ
に

　

せ
ず
、
専
門
家
の
指
導
を
仰
ぐ
た
め
柔
道
協
会
の
協
力
を
得
て
、

　

安
全
対
策
に
万
全
を
期
し
た
い
。

②
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
い
じ
め
の
訴
え
に
つ
い
て
は
、

　

内
容
を
認
識
し
て
お
り
、
学
校
と
一
丸
と
な
っ
て
対
処
し
て
い

　

る
。

　

米
屋
教
育
長

答①
柔
道
授
業
は
、
４
月
で
は
な
く
秋
口
か
ら
実
施
し
た
い
。
宗
教

　

上
の
戒
律
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
の
で
、
今

　

後
検
討
し
た
い
。
重
要
な
問
題
云
々
と
い
う
よ
り
、
指
導
要
領

　

で
必
修
化
さ
れ
た
の
で
安
全
対
策
に
配
慮
し
実
施
し
た
い
。
教

　

育
委
員
長
が
議
会
に
出
席
で
き
な
い
場
合
は
、
教
育
行
政
執
行

　

方
針
の
表
明
、
答
弁
は
、
教
育
長
に
委
任
で
き
る
と
考
え
る
。

なかとんべつ町議会だより１７６号 12

病院事業会計への繰入限度額は？

武道教育の安全対策と
　いじめの根絶に全力を

　

武
道
教
育
は
、
宗
教
上
の
少
数
者
へ
の
配
慮
忘
れ
ず
に

問①
今
年
４
月
か
ら
中
学
校
で
の
武
道
教
育
（
柔
道
）
が
必
修
化
さ

　

れ
る
が
、
教
育
行
政
執
行
方
針
に
載
っ
て
い
な
い
。
全
国
の
学

　

校
で
事
故
が
多
発
し
て
い
る
が
、
本
町
は
、
い
つ
か
ら
ス
タ
ー

　

ト
さ
せ
る
の
か
。
ま
た
、
町
内
に
は
、
宗
教
上
、
他
者
と
の
争

　

い
ご
と
、
競
争
の
禁
止
を
戒
律
と
し
て
い
る
町
民
も
い
る
が
、

　

そ
の
方
た
ち
の
子
弟
が
中
学
生
に
な
っ
た
場
合
、
柔
道
の
授
業

　

を
受
け
さ
せ
る
つ
も
り
か
。
な
に
か
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　

こ
れ
ら
は
、
教
育
上
の
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
教
育
行
政
執
行

　

方
針
の
表
明
と
あ
わ
せ
、
教
育
委
員
長
が
議
会
に
出
席
し
答
弁

　

す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
。

②
第
７
期
総
合
計
画
の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
と
あ
る
女
性
か
ら
、

　

「
う
ち
の
こ
ど
も
は
先
生
の
い
な
い
と
こ
ろ
で
い
つ
も
い
じ
め

　

ら
れ
て
い
る
。
つ
ら
く
、
苦
し
く
、
悲
し
い
思
い
を
し
て
い
る

　

こ
と
を
わ
か
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
切
実
な
訴
え
が
寄
せ
ら
れ
て

　

い
る
。
教
育
委
員
会
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
た
の
か
。

初
め
て
武
道
教
育
を
受
け
る

中
小
卒
業
生

　

病
院
事
業
会
計
な
ど
の
赤
字
に
つ
い
て

問　

病
院
事
業
会
計
、
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計
は
、
23
年
度
赤
字
が
確
実

な
状
況
で
あ
る
。
と
く
に
病
院
事
業
会
計
は
、
一
般
会
計
か
ら
２
億
６
千
万

円
以
上
の
繰
出
し
が
必
要
で
あ
り
、
両
会
計
の
赤
字
の
解
消
策
を
伺
う
。

　

第
７
期
総
合
計
画
に
寄
せ
ら
れ
た
町
民
意
見
の
中
に
は
、
二
人
目
の
医
師

の
確
保
を
目
指
す
よ
り
も
救
急
指
定
病
院
の
返
上
な
ど
、
町
立
病
院
の
規
模

縮
小
の
提
案
も
あ
っ
た
が
、
検
討
す
る
余
地
は
な
い
か
。

　

病
院
の
会
計
ル
ー
ル
が
変
わ
り
、
累
積
欠
損
金
が
増
え
る
こ
と
が
心
配
で

あ
る
。
今
後
、
一
般
会
計
で
負
担
で
き
る
繰
入
額
、
限
度
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

自
動
車
学
校
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
た
い
へ
ん
健
闘
し
て
い
る
が
、
夏

場
は
、
教
習
生
が
少
な
い
。
夏
場
の
教
習
生
を
増
や
す
た
め
、
も
う
少
し
自

由
な
料
金
設
定
、
料
金
値
下
げ
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

星 川 三喜男
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～私の思い～
　このコーナーは、それぞれの
議員が町づくりや議会活動など
について思いを綴るものです。

議 員 だ よ り議 員 だ よ り議 員 だ よ り

『限界集落』
　社会学者・大野晃さんが、「限界集落」という
言葉を初めて提唱してから二十年あまりが経ちま
した。
　限界集落とは、65歳以上の高齢者が集落の人口
の過半数を占める状態をいいますが、農地や林地
の荒廃だけでなく、冠婚葬祭など共同体の機能低
下も深刻になると指摘されています。
　本町全体では、36 パーセントが 65 歳以上の高
齢者と聞きます。小頓別地区では、66パーセント
という驚愕の値ですが事実です。
　これからも中頓別町が存続するためには、人口
減少をいかに食い止めるかが大切ですが、それ以
上に、少ない人口でも工夫によって、共同体を維
持する方策が必要だと思います。
　第１回定例会では、柳澤議員が、人手不足でお
葬式を出せない集落に町職員を派遣できないか一
般質問を行いましたが、全町的な課題として、ぜ
ひ前向きに取組んでほしいものです。
　「限界集落」を超えた集落は、どうなるのか。
　大野さんによれば、「超限界集落」から「消滅
集落」へと向かうそうです。
　自治基本条例や総合計画で謳われた「住んでよ
かったまちづくり」は、郡部に住む町民にもあて
はまるものでなければなりません。
　例え集落の人口が一人になっても、幸せがゆき
とどくように、一人の高齢者として願っています。
　　　　　　　　　　　　　　（綴人：山本得惠）

いきいきふるさと常任委員告会報告
天北厚生園利用者の交通安全確保、
異年齢（縦割り）保育の実現と
第７期総合計画の確実な実施を！
　いきいきふるさと常任委員会では、閉会中に緊
急を要する事項として天北厚生園の移転と認定こ
ども園の運営等、第 7期総合計画に関する調査を
行い、次のとおり意見を取りまとめ、星川委員長
が、3月 1日の本会議で報告しました。

　施設利用者のさらなる安全確保のため、出入口
表示板、障害者支援施設の所在を示す看板等を設
置し、ドライバーに対するスピードダウンの注意
喚起を促すべきである。

■天北厚生園の移転

　保育方法について、現行の年齢別保育に固執す
ることなく異年齢保育（縦割り保育）を実現すべ
きである。
　運営面では運営形態の検討とともに、保育士の
配置転換などにより、人件費の抑制に取り組むべ
きである。

■認定こども園の運営と学校教育との一元化

　第 7期総合計画は策定作業の遅れから全庁的な
熟議を経て作成されたものとは言いがたい。また、
素案を示さず白紙で総合開発委員会に諮問をした
手法と政策の最上位計画の策定を最優先に進めな
かったことを長側は深く反省すべきである。あわ
せて、今後十年間のまちづくりの核となる戦略的
事項を住民に理解しやすい具体的かつ明瞭に記さ
れるべきである。
　この計画が単なる作文で終ることなく、住民の
幸福の実現、住んでいてよかったまちづくりにつ
ながるよう強く望むものである。

■第7期総合計画

　いきいきふるさと常任委員会は、次の定例会ま
での間に①総合計画（重点事項等）、②環境基本計
画、③所管事務のうち緊急を要する事項について
調査を行います。

次の所管事務調査

1月20日、移転直前の天北厚生園を常任委員会で視察調査
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第
７
期
総
合
計
画
は
、
平
成
24
年
度
か

ら
平
成
33
年
度
ま
で
の
向
こ
う
十
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
幹
計
画
で
す
。
３
月
１

日
に
議
案
第
２
号
と
し
て
提
案
さ
れ
ま
し

た
が
一
旦
撤
回
さ
れ
、
８
日
、
議
案
第
33

号
と
し
て
再
提
案
。
い
き
い
き
ふ
る
さ
と

常
任
委
員
会
に
付
託
・
審
査
の
上
、
同
日
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○ 

議
案
第
33
号　

第
７
期
総
合
計
画

　

 

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め

る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
営
住
宅
の
入
居

資
格
者
を
条
例
で
定
め
る
改
正
で
す
。

（
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
付
託

・
３
月
19
日
可
決
）

○ 

議
案
第
９
号　

中
頓
別
町
営
住
宅

　

 

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　

 

（
一
部
改
正
）

　

常
勤
医
師
一
名
体
制
の
た
め
、
身
体
的
、

精
神
的
に
も
過
重
な
状
態
が
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
処
遇
改
善
を
図
り
、
医
師
確

保
や
継
続
勤
務
に
つ
な
げ
る
た
め
の
改
正

で
す
。
（
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員

会
付
託
・
３
月
19
日
可
決
）

○ 

議
案
第
10
号　

中
頓
別
町
国
民
健

　

 

康
保
険
病
院
の
医
師
の
給
与
に
関

 　

す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

公
の
施
設
で
あ
る
「
中
頓
別
町
農
業
体

験
交
流
施
設
」
の
指
定
管
理
者
と
し
て　

「
有
限
会
社
シ
ビ
ル
開
発
」
（
枝
幸
町
）

を
指
定
し
た
も
の
で
す
。
指
定
期
間
は
、

平
成
24
年
４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。
（
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常

任
委
員
会
付
託
・
３
月
19
日
可
決
）

○ 

議
案
第
12
号　

指
定
管
理
者
の
指
定

　

公
の
施
設
で
あ
る
「
中
頓
別
町
山
村
交

流
施
設
」
の
指
定
管
理
者
と
し
て
「
中
頓

別
町
観
光
協
会
」
を
指
定
し
た
も
の
で
す
。

○ 

議
案
第
13
号　

指
定
管
理
者
の
指
定

　

議
案
第
33
号
の
可
決
を
受
け
て
、
い
き

い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
で
は
、
「
第

７
期
中
頓
別
町
総
合
計
画
の
確
実
な
推
進

を
求
め
る
決
議
」
（
23
頁
に
掲
載
）
を
提

案
し
、
22
日
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

○ 

発
議
第
１
号　

「
第
７
期
中
頓
別

　

 

町
総
合
計
画
の
確
実
な
推
進
を
求

 　

め
る
決
議
」　

　

介
護
保
険
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
24
年

度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料
を
こ

れ
ま
で
と
同
額
と
す
る
条
例
改
正
で
す
が
、

保
険
料
算
定
の
前
提
と
な
る
べ
き
第
５
期

介
護
保
険
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
を
理
由
に
賛
否
を
問
う
討
論

が
交
わ
さ
れ
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
３
月
29
日
に
招
集
さ
れ
た

第
２
回
臨
時
会
で
、
介
護
保
険
計
画
と
と

も
に
、
同
じ
内
容
の
議
案
が
提
出
さ
れ
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

×
 

議
案
第
８
号　

中
頓
別
町
介
護
保

　

 

険
条
例
（
一
部
改
正
）

議案審査のあらまし
　第１回定例会では、各会計新年度予算、第
７期総合計画など 31 件の議案が審議されま
した。
　このうち、第７期総合計画、条例改正案３
件と指定管理者の指定議案は、いきいきふる
さと常任委員会に付託。平成 24 年度各会計
予算は、予算審査特別委員会に付託して審査
され、２議案が否決されたほか、一般会計予
算では減額修正がありました。
　平成 23 年度各会計補正予算とその他の条
例改正案等は本会議で審議され、すべて原案
どおり可決されました。

いきいきふるさと常任委員会報告を行う星川委員長

○ 

議
案
第
14
号　

指
定
管
理
者
の
指
定

　

公
の
施
設
で
あ
る
「
中
頓
別
町
ピ
ン
ネ

シ
リ
温
泉
」
の
指
定
管
理
者
と
し
て
「
中

頓
別
観
光
開
発
株
式
会
社
」
を
指
定
し
た

も
の
で
す
。
指
定
期
間
は
、
平
成
24
年
４

月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

（
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
付
託

・
３
月
19
日
可
決
）

○ 

議
案
第
15
号　

指
定
管
理
者
の
指
定

　

公
の
施
設
で
あ
る
「
中
頓
別
町
鍾
乳
洞

ふ
れ
あ
い
公
園
」
の
指
定
管
理
者
と
し
て

「
有
限
会
社
中
頓
別
振
興
公
社
」
を
指
定

し
た
も
の
で
す
。
指
定
期
間
は
、
平
成
24

年
４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
。
（
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員

会
付
託
・
３
月
19
日
可
決
）

○ 

議
案
第
16
号　

指
定
管
理
者
の
指
定

○ 

議
案
第
11
号　

北
海
道
市
町
村
総

　

 

合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

　

公
の
施
設
で
あ
る
「
中
頓
別
町
社
会
教

育
施
設
等
」
の
指
定
管
理
者
と
し
て
「
有

限
会
社
中
頓
別
振
興
公
社
」
を
指
定
し
た

も
の
で
す
。
指
定
期
間
は
、
平
成
24
年
４

月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

（
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
付
託

・
３
月
19
日
可
決
）

指
定
期
間
は
、
平
成
24
年
４
月
１
日
〜
平

成
28
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
（
い
き
い

き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
付
託
・
３
月
19

日
可
決
）
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る
手
数
料
の
徴
収
を
行
う
た
め
の
改
正
で

す
。
（
３
月
19
日
可
決
）

○ 

議
案
第
５
号　

中
頓
別
町
手
数
料

　

 

徴
収
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
４
号　

中
頓
別
町
税
条
例

 　

（
一
部
改
正
）

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
個
人
住
民
税
、

た
ば
こ
税
の
改
正
で
す
。
（
３
月
19
日
可

決
）

　

平
成
24
年
４
月
１
日
よ
り
、
道
か
ら
屋

外
広
告
物
の
許
可
等
に
関
す
る
事
務
権
限

の
一
切
が
移
譲
さ
れ
る
た
め
、
屋
外
広
告

物
法
及
び
北
海
道
屋
外
広
告
物
条
例
、
同

施
行
規
則
に
基
づ
き
、
各
種
手
続
き
に
よ

　

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
に
加
盟

す
る
構
成
自
治
体
の
変
更
に
伴
う
規
約
改

正
で
す
。
（
３
月
19
日
可
決
）

○ 

議
案
第
３
号　

重
要
な
公
の
施
設

　

 

並
び
に
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

 　

重
要
な
公
の
施
設
の
利
用
又
は
廃

　
 

止
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

現
在
、
「
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
」
だ

け
を
公
の
施
設
と
規
定
し
て
い
る
も
の
を

管
渠
や
ポ
ン
プ
場
を
含
め
た
公
共
下
水
道

施
設
全
体
に
改
め
る
た
め
の
改
正
で
す
。

（
３
月
19
日
可
決
）

○ 

議
案
第
６
号　

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法

　

 

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に

 　

関
す
る
条
例

　

昭
和
36
年
に
制
定
さ
れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ

振
興
法
」
が
、
平
成
23
年
「
ス
ポ
ー
ツ
基

本
法
」
に
全
面
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

「
中
頓
別
町
体
育
館
設
置
及
び
管
理
等
に

関
す
る
条
例
」
及
び
「
中
頓
別
町
立
学
校

施
設
の
使
用
に
関
す
る
条
例
」
に
お
け
る

引
用
法
律
名
を
整
理
す
る
た
め
の
改
正
で

す
。
（
３
月
19
日
可
決
）

○ 

議
案
第
７
号　

児
童
福
祉
法
の
一

　

 

部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

 　

に
関
す
る
条
例

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
障

害
児
施
設
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
「
重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ
と
り

親
家
庭
等
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条

例
」
及
び
「
中
頓
別
町
乳
幼
児
等
医
療
費

助
成
に
関
す
る
条
例
」
か
ら
文
言
を
削
除

す
る
改
正
で
す
。
（
３
月
19
日
可
決
）

　歳入歳出の総額にそれぞれ２億5千328万円を追加し、
予算の総額は35億８千524万円になりました。
　歳入では、町税の合計が１億５千771万円に。地方交付
税は、普通交付税が２億３千806万円追加され、特別交付
税と合わせて22億２千992万円に。
　歳出では、決算見込に基づく不用額の減額のほか、国
保病院に対する繰出金１億８千89万円を追加して、総額
２億６千518万円に。特別会計への繰出金は、２千95万円
追加して２億４千161万円に。基金費では、決算見込みか
ら生じる不用額を減債基金に１千700万円、財政調整基金
に１千300万円、公共施設整備等基金に５千万円が追加さ
れ、合計１億8千341万円となりました。

平成 23年度補正予算
○ 議案第17号　一般会計補正予算

　歳入歳出の総額からそれぞれ227万円を減額し、予算の
総額は２千618万円に。教習生の減などで収入が伸び悩み、
一般会計から386万円を追加繰入するものです。

○ 議案第18号　自動車学校事業特別会計補正予算

　歳入歳出の総額からそれぞれ720万円を減額し、予算の
総額は３億１千625万円になりました。

○ 議案第19号　国民健康保険事業特別会計補正予算

　病院事業収益では、患者数の減により入院収益、外来
収益あわせて１億９千215万円を減額計上。他会計補助金
負担金として、１億３千984万円を追加計上。累積欠損金
を解消するための補助金3百万円を計上し、収入合計は４
億５千665万円に。支出では、医業費用で給与費を中心に
４千783万円を減額。支出の合計は、４億８千374万円に
なりました。
　資本的収支では、固定資産購入費の減額で支出合計は
４千872万円に。資本的収入２千671万円との不足分２千
201万円は、当年度分損益勘定留保資金で補てんされて
います。

○ 議案第20号　国民健康保険病院事業会計補正予算

　歳入歳出の総額にそれぞれ45万円を追加し、予算の総
額は７千950万円となりました。

○ 議案第21号　水道事業特別会計補正予算

　歳入歳出の総額にそれぞれ159万円を追加し、予算の総
額は１億７千170万円になりました。

○ 議案第22号　下水道事業特別会計補正予算

　歳入歳出の総額にそれぞれ334万円を追加し、予算の総
額は１億９千890万円となりました。

○ 議案第23号　介護保険事業特別会計補正予算

　歳入歳出の総額にそれぞれ48万円を追加し、予算の総
額は2千701万円となりました。
※各補正予算は、いずれも３月1日可決

○ 議案第24号　後期高齢者医療事業特別会計補正予算



　

一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
平
成

24
年
度
各
会
計
８
予
算
案
は
、
３
月

８
日
に
上
程
さ
れ
、
議
員
全
員
で
構

成
す
る
「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」

（
本
多
夕
紀
江
委
員
長
）
に
付
託
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、
３
月
21
日
、

22
日
に
集
中
審
査
を
行
い
、
一
般
会

計
は
一
部
修
正
、
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
は
否
決
。
そ
の
他
の
会
計
は

原
案
可
決
と
な
り
、
再
開
後
の
本
会

議
で
も
委
員
長
報
告
と
同
じ
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
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総
額
41
億
４
４
３
万
円

平
成
二
十
四
年
度
八
会
計
予
算
成
立

■各会計予算の状況 （単位：万円）

比   較年 度 別

会 計 別

２４年度

予算額

２３年度

予算額 金 額 率％

一 般 会 計 28億3,252 28 億 3,499 ▲247 ▲0.1
自動車学校事業特別会計 3,026 2,840 186 6.5
国民健康保険事業特別会計 3 億 1,068 3 億 1,955 ▲887 ▲2.8

収益的収支 4 億 8,732 5 億 212 ▲1,480 ▲2.9国民健康保険

病院事業会計 資本的支出 4,368 4,322 46 1.1
水 道 事 業 特 別 会 計 8,018 7,804 214 2.7
下 水 道 事 業 特 別 会 計 9,838 1 億 151 ▲313 ▲3.1
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 1 億 9,192 1 億 9,153 39 0.2
後期高齢者医療事業特別会計 2,949 2,637 312 11.9

合     計 41 億 443 41 億 2,573 ▲2,130 ▲0.5

平成24年度予算のあらまし
　全会計予算額は、41億443万円となり、対前年度比で1,691万円（0.5％）の減
となりました。
　このうち、一般会計は前年度（骨格予算）とほぼ同額の28億3,252万円となっ
ていますが、前年度６月補正予算（肉付）との比較では２億8,749万円（9.3％）
の減額となりました。
　減額の要因は、歳入では、本町歳入の60％を超える地方交付税は、地方財政
計画上ほぼ前年度同額が確保されていますが、畜産担い手育成総合整備事業の
終了に伴い１億9,304万円が減額となったものです。
　歳出では、人件費で職員数の減による給与費の減少や議員共済の減少、補助
費では、畜産担い手育成総合整備事業の終了に伴う１億3,938万円の減、公債費
についても償還がピークを過ぎたことから年々減少し、3,100万円減の8億4,554
万円を計上しています。
　平成22年度決算において財政健全化法による健全化判断比率の指標の一つで
ある実質公債費比率が早期健全化基準を下回り、財政健全化団体から脱却しま
したが、収入に占める公債費が依然として高い水準にあります。
　地方交付税も依然不透明な部分が多く、財源確保に苦慮する事態が予想され
ます。予算執行にあたっては、行政サービスの維持、効率の重視とともに、一
層の経費節減、財源確保に努め収支均衡を実現することが求められています。
　なお、介護保険事業特別会計予算は、３月22日の本会議で否決されましたが、
その後招集された第２回臨時会で、同額の予算が可決されました。。

一般会計予算は修正、介護保険事業特別会計は否決に
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予算審査特別委員会で
付された意見

Ⅰ　委託料については、全体に精査 
　・見直しし、自らできることは委
　託せずに事業を実施すべきである。
　とくにＩＴ関係委託料については、
　広域的な実施で金額を削減できな
　いか検討されたい。
Ⅱ　総合計画の策定の遅れに伴い、
　各種計画も遅れ、予算編成・提案
　に支障をきたしていることから、
　今後そのようなことがないように
　されたい。
Ⅲ　予算説明資料はわかりやすくな
　ったが、混乱が起きないよう一本
　化されたい。予算書の節の説明に
　おいて、補助事業名だけではわか
　りにくいので、具体的な内容（場
　所や人数等）を加えられたい。ま
　た、説明欄に記載される負担金等
　の順序は極力変えないようにされ
　たい。
Ⅳ　ジオパーク関連予算（委託料）
　については、明確な方向性を出し
　た上で、効果を勘案し、慎重に執
　行されたい。

予算計上された主な臨時事業 
（単位：万円） 

科目・会計 臨時事業名 事業費 主な事業内容 

総 務 費 地方バス路線維持対策費補助事業 1,437 生活交通路線維持買い支え他 

 業事等止防害被業林農るよに獣鳥害有182 業事進推出創用雇急緊 費働労

農 林 水 産

業費 

林道事業（森林管理道弥生線開設事業）  3,50０ 林道開設 700ｍ 幅員 4.0ｍ 

商 工 費 鍾乳洞ジオツーリズム推進事業 900 基本計画策定、ガイド養成、学術調査 

町道中頓別弥生線舗装新設工事 1,061 延長 230ｍ 幅員 5.5ｍ 

町道 6 丁目線交付金工事 6,000 延長 185ｍ 幅員 5.5ｍ 

土 木 費 

町道敏音知原野線交付金工事 

（TMR センター入口） 

4,500 延長 340ｍ 幅員 4.0ｍ 

消 防 費 デジタル無線伝搬調査及び基本設計 101 消防無線のデジタル化 

台１ｃｃ0051乗人5入購車用乗通普912 業事入購両車用公 費育教

病 院 事 業 医療機械器具等整備事業 347 電動ベッド、薬品用冷蔵ケース他 

■一般会計 
歳 入                     （単位：万円）

款 24 年度 23 年度 比較 増減％

町 税 15,290 16,093 ▲803 ▲5.0
地 方 譲 与 税 6,060 6,360 ▲300 ▲4.7
地 方 交 付 税 193,565 191,000 2,565 1.3
使用料手数料 6,165 6,148 17 0.3
国 庫 支 出 金 16,188 8,332 7,856 94.3
道 支 出 金 15,402 11,584 3,818 33.0
財 産 収 入 859 819 40 4.9
繰 入 金 3,867 3,262 605 18.5
諸 収 入 3,177 22,481 ▲19,304 ▲85.9
町 債 17,514 11,874 5,640 47.5
そ の 他 5,165 5,546 ▲381 ▲6.9
合  計 283,252 283,499 ▲247 ▲0.1

歳 出               （単位：万円） 

款 24 年度 23 年度 比較 増減％

議 会 費 4,685 5,211 ▲526 ▲10.1
総 務 費 46,712 46,327 385 0.8
民 生 費 30,050 30,664 ▲614 ▲2.0
衛 生 費 24,934 20,065 4,869 24.3
労 働 費 283 2,343 ▲2,060 ▲87.9
農林水費 19,279 33,291 ▲14,012 ▲42.1
商 工 費 6,809 6,437 372 5.8
土 木 費 18,870 4,352 14,518 333.6
消 防 費 12,506 12,366 140 1.1
教 育 費 15,618 16,379 ▲761 ▲4.6
公 債 費 84,554 87,655 ▲3,101 ▲3.5
諸支出金 17,507 18,359 ▲852 ▲4.6
そ の 他 1,445 50 1,395 2,790.0
合   計 283,252 283,499 ▲247 ▲0.1
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老
人
福
祉
施
設
入
所
費
負
担
金
が
昨

年
度
は
１
千
７
１
７
万
円
だ
っ
た
が

50
万
円
程
度
減
額
に
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
人
口
は
減
ら
な
い
と
思
う
が
、

減
額
理
由
は
何
か
。
（
東
海
林
委
員
）

■
分
担
金
負
担
金

負
担
金
の
内
訳
は
、
本
人
45
名
分
、

扶
養
義
務
者
11
名
分
で
積
算
し
て
い

る
。
人
数
に
つ
い
て
は
昨
年
度
と
ほ

ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
所
得
階
層
の
変

動
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
（
石
川
保

健
福
祉
課
長
）

主な質疑＆答弁
予算審査特別委員会

ＱＡ

本
当
に
車
庫
が
必
要
な
の
か
ど
う
か

の
理
由
が
見
え
な
い
。
今
考
え
て
い

な
い
の
な
ら
町
税
を
使
っ
て
、
買
う

必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
（
宮

崎
、
山
本
、
柳
澤
、
星
川
委
員
）

役
場
庁
舎
を
建
設
す
る
当
時
に
公
用

車
の
車
庫
用
地
等
で
活
用
し
よ
う
と

購
入
を
検
討
し
た
が
、
所
有
者
の
希

望
額
が
坪
７
，
０
０
０
円
ぐ
ら
い
で

価
格
面
で
購
入
に
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
ま
で
再
三
、
評
価
額
の
半
分
以

下
で
売
っ
て
欲
し
い
と
い
う
話
を
し

て
き
た
が
、
今
回
坪
４
，
０
０
０
円

と
い
う
こ
と
で
、
現
在
、
雪
置
き
場

に
も
し
て
い
る
し
、
将
来
こ
の
金
額

が
下
が
る
と
い
う
保
証
も
な
い
こ
と

か
ら
、
総
合
的
に
判
断
し
た
。
（
野

邑
町
長
）

ＱＡ
稚
内
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
負
担
金
で

97
万
円
を
計
上
し
て
、
安
全
で
安
心

し
た
生
活
の
維
持
確
保
と
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。
当
町

に
と
っ
て
ど
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
か
。
（
東
海
林
委
員
）

稚
内
市
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
業
務

は
、
消
費
生
活
一
般
に
関
す
る
住
民

の
相
談
に
対
し
て
の
対
応
で
あ
り
、

従
前
は
道
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
、
総

合
振
興
局
に
窓
口
が
あ
っ
た
が
、
こ

ＱＡ

消
費
者
行
政
の
基
本
的
問
題
を
行
政

と
し
て
取
り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た
。

例
え
ば
商
品
の
量
目
の
確
認
、
賞
味

期
限
の
確
認
を
し
た
こ
と
が
な
い
。

適
切
で
な
い
販
売
行
為
を
さ
せ
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現

実
に
商
品
の
管
理
、
監
視
を
や
る
気

が
あ
る
の
か
。
高
齢
化
社
会
と
い
う

背
景
を
考
え
て
対
応
し
て
欲
し
い
。

（
東
海
林
委
員
）

こ
れ
ま
で
消
費
者
行
政
に
関
す
る
取

り
組
み
が
不
十
分
で
あ
り
、
数
年
前

に
消
費
者
庁
が
で
き
て
、
改
め
て
消

費
者
行
政
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
国
、

都
道
府
県
、
市
町
村
と
も
認
識
を
し

て
、
そ
れ
ら
の
事
務
を
強
化
を
し
て

い
き
た
い
。
（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
長
）

ＱＡ

広
報
広
聴
事
業
で
、
緊
急
雇
用
創
出

推
進
事
業
を
活
用
し
１
６
３
万
円
の

予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
ど
う
い

う
内
容
か
伺
う
。
（
柳
澤
委
員
）

今
日
ま
で
広
報
の
作
成
は
、
町
行
政

内
部
の
視
点
で
作
成
し
て
き
た
。
今

回
の
緊
急
雇
用
を
活
用
し
て
新
た
な

視
点
で
町
民
に
対
す
る
情
報
公
開
の

あ
り
よ
う
に
つ
い
て
見
直
し
を
し
た

い
。
町
民
に
と
っ
て
ど
う
い
う
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
が
プ
ラ
ス
に
作
用

す
る
の
か
民
間
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
情
報
公
開
の
あ
り
よ

う
を
行
政
と
し
て
見
詰
め
直
す
機
会

に
し
た
い
。
（
遠
藤
総
務
課
長
）

ＱＡ
民
間
の
目
線
を
入
れ
た
い
と
い
う
考

え
方
は
わ
か
る
が
、
ど
う
い
う
仕
事

を
さ
せ
る
の
か
。
広
報
紙
の
つ
く
り

方
に
詳
し
い
人
、
民
間
感
覚
を
し
っ

か
り
持
っ
た
人
と
い
う
方
が
入
ら
な

い
と
雑
務
で
終
わ
る
と
い
う
気
が
す

る
。
こ
の
人
を
活
用
し
て
実
際
に
広

報
を
つ
く
ら
せ
る
の
か
、
意
見
だ
け

を
聞
い
て
そ
れ
を
行
政
側
が
取
り
入

れ
て
つ
く
る
の
か
伺
う
。
（
柳
澤
委

員
）

知
識
、
能
力
を
持
っ
た
専
門
的
な
方

を
採
用
し
た
い
。
す
べ
て
を
任
せ
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
意
見
を
聞

い
た
り
、
あ
る
い
は
行
政
か
ら
提
供

ＱＡ

△
一
般
会
計

歳
入（

役
場
裏
）
土
地
購
入
費
の
２
２
０

万
円
の
財
源
と
利
用
目
的
、
評
価
額

は
い
く
ら
か
。
（
宮
崎
、
山
本
委
員
）

■
総
務
費

財
源
は
一
般
財
源
で
あ
る
。
利
用
目

的
は
、
現
在
は
駐
車
場
の
雪
置
き
場

と
な
っ
て
い
る
。
将
来
的
に
は
公
用

車
の
車
庫
、
も
し
く
は
環
境
整
備
等

有
効
な
形
で
の
利
用
が
可
能
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
評
価
額
は
、
平
米

２
，
１
１
０
円
。
購
入
費
は
坪
４
，

０
０
０
円
、
平
米
あ
た
り
１
，
２
１

０
円
で
評
価
額
と
比
べ
る
と
約
半
分

の
価
格
で
あ
る
。
（
中
原
産
業
建
設

ＱＡ 歳
出

課
長
）

れ
ら
の
相
談
窓
口
が
稚
内
市
に
移
行

さ
れ
る
。
こ
の
中
で
、
催
眠
商
法
、

あ
る
い
は
詐
欺
ま
が
い
の
商
品
を
買

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
相
談

な
ど
に
つ
い
て
の
対
応
を
し
て
い
く
。

合
わ
せ
て
、
そ
れ
ら
の
相
談
を
受
け

た
事
例
な
ど
を
各
市
町
村
に
情
報
提

供
し
て
も
ら
う
。
市
町
村
の
窓
口
に

お
い
て
の
相
談
と
い
う
こ
と
も
あ
り

得
る
の
で
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

役
割
を
担
う
。
（
小
林
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
）
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役場裏の宅地、
　税金で購入する必要性は？

し
た
も
の
に
対
す
る
修
正
を
か
け
て

も
ら
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
部
分
で
幅

広
く
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

（
遠
藤
総
務
課
長
）

総
務
費
で
委
託
料
が
２
，
３
０
０
万

円
程
度
計
上
さ
れ
て
い
る
。
職
員
を

採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
委
託
料
を

減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、

雇
用
確
保
の
た
め
に
採
用
し
て
、
こ

の
委
託
料
を
減
額
す
る
こ
と
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。
（
柳
澤
委
員
）

職
員
数
を
削
減
す
る
た
め
に
民
間
委

託
を
求
め
ら
れ
て
き
た
経
過
が
あ
る
。

正
職
員
を
１
名
採
用
す
る
と
年
間
の

ＱＡ
紙
ベ
ー
ス
で
の
例
規
の
更
新
に
は
３

０
０
万
円
程
度
か
か
っ
て
い
た
。
そ

れ
に
加
え
て
差
し
替
え
る
60
冊
以
上

の
更
新
に
も
経
費
が
か
か
っ
て
い
た
。

職
員
を
採
用
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
が
、

現
況
の
中
で
対
応
す
る
こ
と
は
非
常

に
難
し
い
。
（
遠
藤
総
務
課
長
）

Ａ

財
務
規
則
改
正
負
担
金
60
万
円
。
こ

の
負
担
金
の
積
算
根
拠
を
伺
う
。

（
柳
澤
委
員
）

現
在
の
財
務
規
則
は
昭
和
40
年
代
に

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
様
式
等
も
含
め

て
大
幅
に
改
正
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
職
員
で
対
応
す
る
の
は

非
常
に
困
難
で
あ
る
。

現
在
管
内
的
に
財
務
規
則
を
改
正
し

て
い
な
い
の
が
当
町
と
浜
頓
別
町
、

利
礼
３
町
の
５
町
で
あ
る
。
23
年
度
、

こ
の
５
町
で
協
議
を
し
た
結
果
、
単

独
で
対
応
し
た
場
合
に
70
万
円
か
ら

ＱＡ

80
万
円
ぐ
ら
い
の
経
費
が
か
か
る
が
、

５
町
で
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
費
の

削
減
が
図
れ
る
た
め
、
町
村
会
で
契

約
し
、
町
が
負
担
金
と
し
て
納
め
る

形
で
対
応
し
て
い
る
。
（
遠
藤
総
務

課
長
）

中
身
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
の
に

ど
う
し
て
そ
ん
な
に
費
用
が
高
い
の

か
疑
問
が
あ
る
。
規
則
改
正
を
終
え

て
い
る
枝
幸
町
、
猿
払
村
の
も
の
を

借
り
て
、
町
単
独
実
施
で
き
な
い
か
。

（
柳
澤
、
星
川
委
員
）

財
務
規
則
は
、
ベ
ー
ス
は
変
わ
ら
な

い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
に
よ
っ
て

取
り
扱
い
方
が
全
部
異
な
る
。
例
え

ば
様
式
も
異
な
り
、
様
式
が
異
な
れ

ば
、
中
に
入
れ
る
文
言
、
番
号
も
異

ＱＡ

町
例
規
更
新
デ
ー
タ
作
成
委
託
料
１

８
５
万
円
の
内
容
を
伺
う
。
（
柳
澤

委
員
）

町
が
一
年
間
に
改
正
し
た
条
例
、
規

則
、
要
綱
等
を
デ
ー
タ
と
し
て
修
正

し
て
い
く
委
託
料
で
あ
る
。
（
遠
藤

総
務
課
長
）

ＱＡ
紙
ベ
ー
ス
の
町
例
規
集
を
廃
止
し
た

理
由
が
差
し
替
え
の
た
め
の
経
費
削

減
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
こ
の
委
託

料
で
費
用
を
か
け
た
ら
、
例
規
集
を

な
く
し
た
意
味
が
な
い
。
職
員
で
対

応
で
き
な
い
の
か
。
（
柳
澤
委
員
）

Ｑ

人
件
費
は
委
託
料
の
金
額
で
は
収
ま

ら
な
い
。
人
件
費
と
の
か
か
わ
り
だ

け
で
整
理
し
て
い
く
と
非
常
に
難
し

い
問
題
で
あ
る
。
（
遠
藤
総
務
課
長
）

　予算審査特別委員会では、議案第25
号　平成24年度一般会計予算（総務費）
の公有財産購入費に計上されていた220
万円を予算案から削除する修正案が、宮
崎委員ほか３名の委員から提出されまし
た。
　この歳出予算は、役場庁舎裏の宅地、
字中頓別172番地１及び172番地11、合計
1,776㎡を購入するためのものでしたが、
公有地としての必要性、緊急性に乏しく、
貴重な税金を投入すべきではないと宮崎
委員が提案理由を説明。また、予算計上
する際、登記簿で抵当権などの有無を確
認しておらず、この土地を含め、現所有
者が町内で所有している19筆の土地に債
権額１千万円の共同担保がついているこ
とを指摘。歳入予算は、全額個人町民税
220万円を減額する修正案です。
　質疑、自由討議、討論を通じ、将来の
車庫建設予定地と駐車場除雪の際の雪捨
て場としての必要性の有無が論点となり
ましたが、現在、公用車の車庫は、旧保
育所跡地に設置されている分で足りるこ
と、雪捨て場は、役場裏の車両センター
に隣接していること、厳しい財政事情な
どを考慮し税金を投入すべきではないと
の意見が大勢を占めました。
　22日の予算審査特別委員会では、起立
採決の結果、修正案は賛成４人で可決。
本会議では、修正の委員長報告の可否を
起立採決し、賛成６人で可決。修正部分
を除く一般会計予算は原案どおり可決さ
れました。

一般会計予算、土地購入
費２２０万円の減額修正
案を賛成多数で可決！

本会議で一般会計予算修正案を起立採決し、
賛成多数で可決
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な
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
相
当
数

に
な
る
。
単
独
実
施
は
、
長
期
間
、

時
間
を
い
た
だ
い
て
職
員
が
配
置
で

き
れ
ば
可
能
で
あ
る
。
（
遠
藤
総
務

課
長
）

老
人
単
身
者
住
宅
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
委
託
料
１
３
０
万
円
の
利
用
人
数
、

利
用
内
容
を
伺
う
。
（
山
本
委
員
）

対
象
者
は
30
名
で
、
委
託
先
に
つ
い

て
は
、
安
全
セ
ン
タ
ー
と
北
海
道
健

康
づ
く
り
財
団
で
あ
る
。
見
守
り
と

い
う
こ
と
か
ら
、
必
ず
毎
週
一
回
は

契
約
し
て
い
る
利
用
者
に
連
絡
し
て

安
否
確
認
を
し
て
い
る
。
数
名
の
方

は
寂
し
く
な
っ
て
ボ
タ
ン
を
押
し
て

財
団
、
安
全
セ
ン
タ
ー
の
方
と
お
話

ＱＡ

高
齢
者
が
不
安
を
抱
い
て
い
る
状
況

を
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
訪
問

し
て
話
し
相
手
を
す
る
、
身
体
状
況

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が
保
健
師
の
仕

事
で
は
な
い
か
。
ど
う
対
応
し
て
い

る
の
か
伺
う
。
（
柳
澤
委
員
）

安
全
セ
ン
タ
ー
、
財
団
か
ら
の
連
絡

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
私
を
含
め
保

健
師
も
必
ず
訪
問
し
て
い
る
が
、
第

７
期
総
合
計
画
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

保
健
師
の
訪
問
を
望
む
声
が
多
数
あ

る
の
で
、
今
年
度
以
降
、
臨
時
保
健

師
を
増
員
し
て
訪
問
回
数
の
増
に
対

応
し
た
い
。
（
石
川
保
健
福
祉
課
長
）

ＱＡ
認
定
こ
ど
も
園
で
の
異
年
齢
、
縦
割

り
の
保
育
の
実
施
に
つ
い
て
の
考
え

を
伺
う
。
（
柳
澤
委
員
）

幼
児
教
育
の
あ
り
方
、
運
営
経
費
の

面
な
ど
考
慮
し
て
、
近
い
将
来
を
見

越
し
て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
で
あ
る
。
（
青
木
教
育

次
長
）

Ｑ
認
定
こ
ど
も
園
の
経
営
を
考
え
る
上

で
保
育
士
の
新
陳
代
謝
が
必
要
と
思

う
が
人
事
異
動
の
考
え
は
あ
る
か
。

（
柳
澤
委
員
）

Ｑ Ａ
認
定
こ
ど
も
園
だ
け
を
考
え
る
と
異

動
も
必
要
で
あ
る
が
、
職
種
が
変
わ

Ａ

る
と
い
う
こ
と
で
、
ど
こ
に
配
置
す

る
か
、
配
置
で
き
る
か
を
考
え
合
わ

せ
て
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。
（
野

邑
町
長
）

国
の
緊
急
雇
用
対
策
で
３
名
を
雇
用

し
て
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
被
害

防
止
等
事
業
に
取
り
組
む
が
、
昨
年

ま
で
の
雇
用
対
策
事
業
に
よ
っ
て
、

根
づ
い
た
雇
用
が
生
れ
た
の
か
。
ま

た
、
今
回
の
事
業
実
施
を
建
設
業
者

に
任
せ
て
し
ま
う
の
か
。
雇
用
の
実

態
の
確
認
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か

伺
う
。
（
柳
澤
委
員
）

昨
年
ま
で
の
事
業
は
、
一
つ
は
雇
用

再
生
特
別
事
業
で
、
３
年
間
の
事
業

を
経
た
後
、
そ
れ
ら
が
継
続
し
て
雇

用
さ
れ
る
と
い
う
、
新
し
い
雇
用
創

出
を
目
指
し
た
事
業
で
あ
っ
た
。
全

体
で
は
３
事
業
、
６
名
を
雇
用
し
、

継
続
が
１
名
、
継
続
で
は
な
い
が
町

内
で
起
業
１
名
と
い
う
結
果
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
緊
急
雇
用
創
出
で
、
短

期
の
つ
な
ぎ
と
い
う
性
格
で
、
雇
用

継
続
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
（
小
林

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

ＱＡ
事
業
は
一
般
の
企
業
に
発
注
す
る
。

雇
用
に
関
し
て
は
、
求
人
を
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
行
う
た
め
確
認
が
可
能
で

あ
る
。
（
小
林
産
業
建
設
課
参
事
）

Ａ

訪
問
介
護
か
ら
心
配
ご
と
相
談
ま
で

全
部
委
託
料
で
措
置
さ
れ
て
お
り
、

委
託
先
は
南
宗
谷
福
祉
会
と
思
う
が
、

委
託
し
て
い
る
の
は
保
健
福
祉
課
の

仕
事
だ
と
思
う
。
保
健
師
を
中
心
と

し
た
所
管
と
し
て
の
関
わ
り
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
（
柳
澤
委
員
）

■
民
生
費

Ｑ

訪
問
介
護
で
は
、
南
宗
谷
福
祉
会
の

計
画
給
付
を
担
う
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
行
っ
て
い
る
が
、
毎
月
の
ケ
ア
会

議
等
の
中
で
包
括
の
保
健
師
が
情
報

交
換
を
密
に
し
て
い
る
。
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
事
業
委

託
料
、
（
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
委
託
料
）
、

除
雪
サ
ー
ビ
ス
、
心
配
ご
と
相
談
に

つ
い
て
は
社
会
福
祉
協
議
会
、
高
齢

者
温
泉
入
浴
委
託
料
に
つ
い
て
は
ピ

ン
ネ
シ
リ
温
泉
に
委
託
し
て
い
る
。

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業
は
、

近
年
実
績
が
な
い
が
、
対
象
者
が
生

じ
た
場
合
に
備
え
て
計
上
し
て
い
る
。

心
配
ご
と
相
談
に
つ
い
て
は
社
会
福

祉
協
議
会
に
委
託
し
、
民
生
委
員
が

行
っ
て
い
る
。
（
石
川
保
健
福
祉
課

長
）

Ａ

を
す
る
と
い
う
よ
う
な
実
態
も
あ
る
。

（
石
川
保
健
福
祉
課
長
）

「集める事業」やめ、保健師はもっと訪問に！
　　　　　　　　保育士の配置転換を進めるべき

■
労
働
費

健康づくり講座での問診の様子
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対
策
、
将
来
の
見
通
し
を
伺
い
た
い
。

（
東
海
林
委
員
）

金
額
の
増
に
つ
い
て
は
、
機
械
消
耗

品
で
あ
る
。
組
合
員
数
は
、
当
初
、

10
名
、
賛
助
会
員
１
名
の
11
名
で
あ

る
。
平
成
24
年
度
に
は
、
正
会
員
に

な
る
か
賛
助
会
員
に
な
る
か
確
定
し

て
い
な
い
が
12
名
と
な
る
。
（
小
林

産
業
建
設
課
参
事
）

Ａ
製
品
の
販
売
状
況
と
販
売
額
が
上
が

れ
ば
町
費
負
担
が
減
る
の
か
ど
う
か

伺
い
た
い
。
（
東
海
林
委
員
）

堆
肥
の
販
売
は
、
平
成
22
年
度
３
，

４
０
０
袋
、
平
成
23
年
度
、
３
，
９

５
８
袋
で
16
．
４
％
増
加
し
て
い
る
。

製
品
売
上
が
１
８
６
万
９
，
０
０
０

円
、
費
用
が
62
万
で
、
１
２
４
万
９

千
円
の
利
益
で
あ
り
、
運
営
費
に
充

当
し
て
い
る
。
（
小
林
産
業
建
設
課

参
事
）

ＱＡ
利
用
組
合
や
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
国
庫
補
助
金
が
入
っ
て
お
り
、

個
人
の
堆
肥
舎
も
同
様
で
あ
る
。
堆

肥
舎
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
が
堆
肥

セ
ン
タ
ー
の
利
用
組
合
員
に
な
る
こ

と
は
、
国
庫
補
助
金
を
二
重
に
利
用

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
簡
単
に
は
認

め
ら
れ
な
い
。
利
用
組
合
員
の
増
員

を
図
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
経
営
が
好
転
す
る
可
能
性
は

Ａ

23
年
度
の
緊
急
雇
用
事
業
で
、
町
外

の
下
請
業
者
が
町
外
の
人
を
雇
用
し

た
実
態
が
あ
っ
た
。
行
政
と
し
て
、

地
域
の
事
業
者
、
地
域
住
民
の
た
め

の
も
の
で
あ
る
と
い
う
位
置
づ
け
が

確
約
で
き
る
か
。
（
東
海
林
委
員
）

事
業
の
趣
旨
自
体
が
下
請
に
な
り
づ

ら
い
部
分
が
あ
り
、
発
注
を
受
け
た

業
者
が
責
任
を
持
っ
て
実
施
す
る
形

に
な
る
と
思
う
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
求
人
で
は
、
で

き
る
限
り
本
町
在
住
の
方
と
の
お
願

い
を
し
、
旬
報
等
の
利
用
も
検
討
し

た
い
。
（
小
林
産
業
建
設
課
参
事
）

ＱＡ

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
す
か
ど
う

か
の
結
論
を
先
送
り
し
た
中
で
の
基

本
計
画
作
成
に
４
５
０
万
円
、
新
洞

の
整
備
工
事
に
２
０
０
万
円
を
か
け

る
の
は
逆
で
あ
り
。
も
う
少
し
新
洞

の
工
事
に
振
り
向
け
て
は
い
か
が
か
。

ジ
オ
パ
ー
ク
の
サ
イ
ト
と
し
て
の
品

格
と
環
境
が
今
の
鍾
乳
洞
に
あ
る
か

と
い
う
ほ
う
が
大
事
な
問
題
で
あ
る
。

（
柳
澤
、
東
海
林
委
員
）

基
本
計
画
に
関
し
て
は
、
１
０
０
％

ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
が
な
け
れ
ば
意

味
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
サ
イ
ト
の
位
置
づ
け
を
し
っ
か

り
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
た

観
光
振
興
に
取
り
組
み
た
い
。
中
身

に
つ
い
て
は
再
度
精
査
を
し
な
が
ら

実
施
し
た
い
。
（
小
林
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
）

ＱＡ

を
心
が
け
て
き
た
と
思
う
が
、
実
際

の
工
事
施
工
は
下
請
で
、
働
い
て
い

る
者
も
、
リ
ー
ス
し
て
い
る
機
械
ま

で
町
外
か
ら
持
っ
て
き
て
い
る
。
こ

う
い
う
現
実
を
見
て
町
長
は
何
か
感

じ
る
も
の
は
な
い
か
伺
う
。
（
東
海

林
委
員
）

発
注
時
期
は
、
６
月
く
ら
い
を
予
定

し
て
い
る
。
23
年
度
施
工
し
た
工
事

に
つ
い
て
は
、
冬
期
間
の
完
了
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
雪
解
け
後
、
現
地

を
調
査
し
て
必
要
な
と
こ
ろ
は
手
直

し
を
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

請
負
業
者
に
は
再
三
再
四
現
場
施
工

に
入
る
よ
う
指
導
し
て
き
た
が
、
他

の
請
け
負
っ
て
い
る
工
事
等
に
よ
っ

て
現
地
に
入
ら
れ
な
い
と
い
う
事
情

が
あ
り
、
降
雪
時
期
の
施
行
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
（
中
原
産
業
建
設
課

長
）

Ａ
６
丁
目
線
工
事
に
つ
い
て
は
、
担
当

課
に
何
回
か
工
事
の
進
捗
が
遅
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
担
当

課
長
と
請
負
業
者
の
社
長
を
呼
び
、

今
後
、
二
度
と
こ
う
い
う
こ
と
が
な

い
よ
う
に
と
い
う
注
意
も
し
た
。
24

年
度
の
工
事
発
注
に
つ
い
て
は
、
入

札
時
に
、
地
元
発
注
と
下
請
等
に
は

地
元
を
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の

話
を
し
て
ま
い
り
た
い
。（
野
邑
町
長
）

Ａ

少
な
い
と
思
う
。
当
分
の
間
は
町
が

管
理
経
費
を
負
担
し
、
経
費
の
削
減

を
図
り
な
が
ら
製
品
売
上
額
を
伸
ば

す
努
力
を
す
る
こ
と
に
尽
き
る
と
思

う
。
（
野
邑
町
長
）

循
環
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
管
理
経

費
の
助
成
金
額
が
毎
年
、
若
干
増
加

し
て
い
る
理
由
と
組
合
員
を
増
や
す

Ｑ■
農
林
水
産
業
費

■
商
工
費

６
丁
目
線
の
工
事
発
注
予
定
は
、
い

つ
ご
ろ
か
。
23
年
度
工
事
で
は
完
成

の
時
期
に
大
変
問
題
が
あ
っ
た
。
町

と
し
て
常
に
地
元
発
注
、
地
元
施
工

Ｑ■
土
木
費

循環農業支援センターは組合員増やす努力を！
　　　　　　　　　ジオパーク認定はどうなる？

鍾乳洞はジオパーク認定の核となれるか
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畜
産
振
興
基
金
の
用
途
に
つ
い
て
伺

う
。
（
柳
澤
委
員
）

国
営
草
地
の
採
草
地
使
用
料
を
積
み

立
て
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
採
草

地
、
放
牧
地
の
更
新
等
に
活
用
し
た

い
。
（
野
邑
町
長
）

ＱＡ
か
つ
て
の
浅
茅
野
町
営
牧
場
で
は
、

土
地
を
更
新
し
た
と
い
う
事
実
は
な

い
と
思
う
。
活
用
し
な
け
れ
ば
基
金

と
し
て
意
味
が
な
い
。
町
営
牧
場
で

の
堆
肥
散
布
に
こ
の
基
金
を
利
用
し

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
今
後
の

利
用
計
画
を
伺
う
。
（
柳
澤
委
員
）

畜
産
振
興
基
金
と
交
付
税
に
算
入
さ

れ
た
お
金
を
基
金
と
し
て
積
ん
で
お

い
た
農
林
業
活
性
化
基
金
の
２
本
を

統
合
し
て
、
酪
農
、
林
業
に
活
用
し

ＱＡ

柔
道
着
に
つ
い
て
、
１
学
年
、
２
学

年
合
わ
せ
て
30
名
程
度
に
教
師
も
入

れ
て
、
各
サ
イ
ズ
を
そ
ろ
え
て
40
着

Ａ

24
年
度
の
公
債
費
比
率
の
見
込
み
は

ど
の
程
度
か
。
23
年
度
で
繰
上
償
還

が
あ
っ
た
が
、
24
年
度
に
お
い
て
の

繰
上
償
還
の
見
通
し
は
あ
る
の
か
。

（
東
海
林
委
員
）

23
年
度
は
18
・
６
％
ぐ
ら
い
に
な
る

と
思
う
。
24
年
度
は
、
地
方
交
付
税

が
決
定
し
て
い
な
い
た
め
標
準
財
政

規
模
が
確
定
し
て
い
こ
と
か
ら
確
実

で
は
な
い
が
、
国
の
交
付
税
の
伸
び

が
０
・
５
％
と
い
う
こ
と
か
ら
い
く

と
23
年
度
と
24
年
度
は
本
町
と
し
て

は
ほ
と
ん
ど
交
付
税
の
額
は
変
わ
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
16
％
の
中
ぐ
ら
い
を
見
込
め
る
。

繰
上
償
還
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
考

え
て
い
な
い
。
（
野
邑
町
長
）

Ｑ
保
険
税
が
９
０
０
万
円
近
く
減
額
に

な
っ
て
い
る
。
保
険
税
が
減
少
し
続

け
た
場
合
、
事
業
を
維
持
し
て
い
け

る
の
か
。
今
後
の
見
通
し
と
事
業
に

関
す
る
計
画
の
有
無
を
伺
う
。
（
柳

Ｑ Ａ

現
在
の
医
療
保
険
は
ば
ら
ば
ら
で
あ

り
、
国
民
健
康
保
険
事
業
が
一
番
高

齢
化
し
て
低
所
得
者
が
加
入
し
て
お

り
崩
壊
に
近
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
国
保
連
合
会
で
は

医
療
保
険
の
一
元
化
を
国
に
訴
え
て

い
る
。
厚
生
労
働
省
は
後
期
高
齢
者

と
同
じ
よ
う
な
仕
組
み
の
都
道
府
県

単
位
に
し
よ
う
と
知
事
等
と
話
し
合

い
を
し
て
い
る
。
町
と
し
て
は
、
一
、

二
年
は
交
付
税
の
額
が
あ
る
程
度
確

保
さ
れ
、
国
保
税
の
改
正
を
し
な
い

で
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
し
で
対
応

し
て
い
る
。
今
後
、
全
体
的
な
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
て
ど
う
し
て
い
く
の
か

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
野

邑
町
長
）

Ａ
国
保
会
計
は
22
年
度
、
23
年
度
も
実

質
的
な
赤
字
で
あ
り
、
第
７
期
総
合

計
画
の
中
で
も
検
討
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
仕
組
み
そ
の
も
の
を

都
道
府
県
単
位
に
し
よ
う
と
い
う
考

え
方
も
示
さ
れ
て
い
る
が
見
通
し
は

立
っ
て
い
な
い
。
複
数
年
に
わ
た
る

事
業
計
画
は
、
作
成
し
て
い
な
い
の

で
検
討
し
た
い
。
（
石
川
保
健
福
祉

課
長
）

Ａ

教
育
振
興
費
の
備
品
購
入
、
柔
道
着

40
着
に
つ
い
て
は
教
材
の
一
部
で
あ

る
が
、
個
人
の
肌
に
直
接
触
れ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
個
人
の
専
用
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
考
え

方
を
伺
う
。
指
導
者
に
つ
い
て
、
教

職
員
に
精
通
し
た
者
が
い
る
か
。
い

な
い
と
す
れ
ば
危
険
で
な
い
か
と
思

わ
れ
る
の
で
実
施
体
制
を
伺
う
。

（
東
海
林
委
員
）

■
教
育
費

Ｑ

で
あ
る
。
使
用
後
は
洗
濯
を
し
て
い

た
だ
い
て
、
学
校
で
管
理
を
し
て
い

く
と
い
う
確
認
を
し
て
い
る
。
指
導

者
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は
柔
道
に

精
通
し
た
教
諭
が
い
な
い
の
で
、
地

域
の
柔
道
協
会
に
事
前
に
打
診
を
し

て
い
る
。
文
科
省
、
道
か
ら
も
十
分

安
全
対
策
を
整
え
て
か
ら
実
施
す
る

よ
う
に
通
知
が
来
て
い
る
の
で
、
指

導
計
画
を
つ
く
っ
て
い
く
中
で
し
っ

か
り
議
論
を
深
め
、
体
制
を
整
え
て

実
施
し
た
い
。
（
青
木
教
育
次
長
）

て
い
く
こ
と
を
24
年
度
中
に
検
討
し

た
い
。
（
野
邑
町
長
）

武道教育は安全性を重視して
　　　　　　　　酪農・林業基金の創出を！

■
諸
支
出
費

■
総
括
質
疑

【
自
由
討
議
・
討
論
・
採
決
に
つ
い
て

　

は
19
頁
に
掲
載
】

○
国
民
健
康
保
健
事
業
特
別
会
計

特
別
・
公
営
企
業
会
計

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

澤
委
員
）
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議
案
第
８
号
（
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正
条
例
案
）
が
、
介
護
保
険
計

画
が
策
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理

由
に
否
決
さ
れ
た
が
、
予
算
は
ど
う

い
う
根
拠
を
も
っ
て
作
成
し
た
の
か
。

介
護
保
険
計
画
は
策
定
さ
れ
て
い
る

の
か
伺
う
。
（
星
川
委
員
）

Ｑ

技
術
的
な
要
素
が
多
分
に
含
ま
れ
て

い
る
基
本
計
画
、
全
体
計
画
に
な
る

こ
と
か
ら
、
精
通
し
て
い
る
委
託
業

者
に
頼
る
し
か
な
い
の
が
実
情
で
あ

る
。
（
中
原
産
業
建
設
課
長
）

Ａ
予
算
執
行
に
当
り
、
自
前
で
で
き
る

こ
と
は
自
前
で
や
っ
て
、
で
き
る
だ

け
安
く
こ
の
更
新
事
業
計
画
が
で
き

Ａ

ま
だ
策
定
し
て
い
な
い
の
で
、
策
定

さ
れ
次
第
、
早
急
に
提
出
し
た
い
。

（
石
川
保
健
福
祉
課
長
）

Ａ

全
体
計
画
見
直
し
事
業
を
委
託
せ
ず

に
自
前
で
実
施
は
で
き
な
い
か
。

（
柳
澤
、
東
海
林
委
員
）

Ｑ

上
が
る
よ
う
に
内
部
で
協
議
す
る
。

（
野
邑
町
長
）

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

×

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

【
自
由
討
議
】

　

介
護
保
険
計
画
が
策
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
根
拠
の
な
い
予
算
を
審
議
す
べ
き

で
は
な
い
と
思
う
の
で
、
予
算
を
再
提

出
し
て
も
ら
い
た
い
。
（
星
川
委
員
）

【
討
論
】

　

反
対
討
論
と
し
て
、
介
護
保
険
計
画

策
定
後
、
条
例
等
の
一
部
改
正
と
予
算

を
再
提
出
し
て
も
ら
い
た
い
。
（
星
川

委
員
）

【
採
決
】

　

賛
成
少
数
で
否
決
。
（
３
月
29
日
に

招
集
さ
れ
た
第
２
回
臨
時
会
で
可
決
）

○
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計

○
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

○
水
道
事
業
特
別
会
計

○
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

【
い
ず
れ
も
質
疑
・
自
由
討
議
・
討
論

　

な
し
】

　自治基本条例に基づき、向こう十年のまちづくり政
策の最高規範であるとともに、過疎化、高齢化が進む
本町において地域再生を図るため重要なマスタープラ
ンとなる「第７期総合計画」は、平成22年12月７日に
町長から総合開発委員会（西浦岩雄会長・10名）に諮
問されたが、二度の年を越し、平成24年第１回定例会
に提案されてからも常任委員会での熟議が重ねられ、
３月８日、全会一致で議決された。
　基本構想をはじめ、素案等を一切示さない白紙の状
態からの諮問やきわめて短期間での職員による素案づ
くりなど、着手の遅れと手法が難産を招いたが、幸福
の追求、絆や共生思想といった自治基本条例前文に謳
われた理念が注入され、政策と法務が連動する形式は
一応整ったと言える。
　しかし、第７期総合計画のほとんどは、前期計画か
らの継続事項であり、戦略性の高い新規重点（４つの
プロジェクト）事業についても、具体化されて平成24
年度から着手できるものは極めて少ない。この点につ
いては、総合開発委員会の答申にある「重点課題に取
り組む体制の整備」、「策定して終るのではなく、推
進するためのしくみづくり」が尊重されるべきであり、
今後、重点事業の具体化に伴う計画の見直しや達成度
を計るための数値目標は早急に定められなければなら
ない。
　とくに、将来の人口目標1,720人については、「計
画期間中における人口動向を毎年調査し、目標と実際
の人口が大きく乖離した場合はただちに見直す」こと
とされたが、具体的には、年間10人程度の誤差が生じ
た場合は見直しの対象とすべきであり、実効性を担保
するためには、今後、長側における不断の見直しと
「総合計画の策定等に関する条例」に基づく議会によ
るチェックは避けて通れない。
　第７期中頓別町総合計画のスタートを機に自治体の
普遍的な理念である「住民の福祉の増進」（地方自治
法第２条14項）を確実に推進するため、行政が住民の
先頭に立って道を拓くよう強く望むものである。
　　　　　　　　　　　　（平成24年３月22日決議）

第７期中頓別町総合計画の
　　　確実な推進を求める決議

第7期総合計画を確実に実現し、子どもたちに明るい未来を！



　

初
当
選
か
ら
一
年
、
た
く
さ
ん
の
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

十
年
に
一
度
の
総
合
計
画
の
議
決
に
加
わ

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
幸
運
な
こ
と
で
し
た
。

大
規
模
開
発
や
経
済
発
展
が
影
を
潜
め
た
現

在
、
住
民
が
求
め
る
も
の
は
幸
福
感
で
し
ょ

う
。

　

人
口
は
減
っ
て
も
夢
や
希
望
を
持
て
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
町
民
の
幸
福
度
を
計
る

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
、
経
済
的

に
裕
福
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
中
頓
別
の
豊

か
な
自
然
の
中
で
、
生
き
が
い
を
持
ち
、
一

生
を
困
ら
ず
に
終
え
る
暮
ら
し
の
実
現
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

小
さ
く
て
も
暖
か
い
家
、
若
者
の
就
職
先
、

都
会
と
は
違
う
子
育
て
環
境
と
教
育
支
援
、

交
通
の
確
保
、
情
報
格
差
解
消
の
た
め
の
光

回
線
…
田
舎
の
住
み
に
く
さ
や
不
便
さ
を
解

消
し
、
最
低
限
の
生
活
基
盤
を
整
え
な
け
れ

ば
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
町
は
実
現
で
き
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
町
と
し
て
活

路
を
見
出
す
た
め
に
は
、
移
住
者
や
見
聞
を

広
め
て
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
若
者
た
ち
を
主
役
に

し
た
ま
ち
づ
く
り
も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
行
政
が
後
押
し
す
べ
き
こ
と
を
形
に
し
た

の
が
、
第
７
期
総
合
計
画
の
は
ず
で
し
た
が
、

定
例
会
初
日
の
提
案
で
は
、
十
分
な
審
議
時

間
は
と
れ
ず
、
住
民
の
幸
福
度
を
高
め
る
た

め
の
議
論
は
、
尽
く
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
町
に
残
る
人
々
の
幸
福
度
を
あ
げ
る

た
め
、
議
決
の
瞬
間
か
ら
計
画
の
見
直
し
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

議
会
広
報
編
集
委
員
会（
宮
）

編　

集　

後　

記
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12日　議会広報編集特別委員会
18日　宗谷町村議会議長会定期総会（稚内市）
20日　いきいきふるさと常任委員会所管事務調査
27日　議会運営委員会

３日　いきいきふるさと常任委員会所管事務調査
13日　いきいきふるさと常任委員会所管事務調査
22日　いきいきふるさと常任委員会所管事務調査
　　　議会運営委員会
27日　いきいきふるさと常任委員会所管事務調査
　　　議会運営委員会

１日　第１回定例会
　　　いきいきふるさと常任委員会（付託審査）
　　　議会広報編集特別委員会
２日　いきいきふるさと常任委員会（付託審査）
５日　いきいきふるさと常任委員会（付託審査）
７日　いきいきふるさと常任委員会（付託審査）
　　　議会運営委員会
８日　第１回定例会
　　　いきいきふるさと常任委員会（付託審査）
９日　議会運営委員会
17日　第１回定例会（サタデー議会）
19日　第１回定例会
　　　いきいきふるさと常任委員会（付託審査）
　　　議会運営委員会
21日～22日
　　　予算審査特別委員会
22日　第１回定例会（再開）
29日　議会運営委員会
　　　第２回臨時会

議会の動き
24年１月

２月

３月

１日　自治記念式
３日　こども館入館式
６日　中頓別小学校入学式（午前）
　　　中頓別中学校入学式（午後）
　　　議会広報編集特別委員会
11日　議会広報編集特別委員会

４月

  （平成２３年５月～平成２４年３月） 

（注１）議員名は議席番号順（７番目が副議長、末尾が議長）
（注２）各種委員会は、常任委員会、議会運営委員会、議会広報
　　　　編集特別委員会、決算審査特別委員会、予算審査特別委
　　　　員会等を指します。
（注３）一般質問は、定例会（年４回）で行われます。
（注４）一部事務組合議会議員（本多議員、宮崎議員、山本議員、
　　　　細谷議員）の日数は含まれていません。

１年間の働きぶりにあなたの採点は？

議員の活動実績と一般質問回数

定例会・臨時会 各種委員会 会議名

議員名 
出席義

務日数

出席

日数 

出席義

務日数 

出席 

日数 

一般

質問

回数

宮 崎 泰 宗 １８ １８ ３８ ３８ ４ 

細 谷 久 雄 １８ １８ ５６ ５５ ４ 

本多夕紀江 １８ １８ ３８ ３８ ４ 

東海林繁幸 １８ １８ ４６ ４６ ４ 

星川三喜男 １８ １８ ４６ ４６ ４ 

山 本 得 惠 １８ １８ ２８ ２８ ２ 

柳 澤 雅 宏 １８ １８ ４６ ４５ ４ 

村 山 義 明 １８ １８ ４５ ４２ - 

公開！議員の出席簿

第
２
回
臨
時
会
の
結
果

　

３
月
29
日
、
第
２
回
臨
時
会
が
招
集

さ
れ
、
第
１
回
定
例
会
で
否
決
さ
れ
た

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
案
と
平
成

24
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

を
議
案
第
34
号
、
35
号
と
し
て
再
提
案
。

介
護
保
険
料
算
定
の
前
提
と
な
る
第
５

期
介
護
保
険
計
画
が
策
定
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
全
会
一
致
で
可
決
。

　

議
会
の
冒
頭
、
野
邑
町
長
は
、
平
成

23
年
度
の
特
別
交
付
税
の
総
額
が
２
億

４
百
１
万
円
（
対
前
年
度
比
２
・
５
％

増
）
、
平
成
24
年
度
加
工
原
料
乳
生
産

者
補
給
金
の
単
価
が
12
・
20
円
・
㎏
（

23
年
度
11
・
95
円
・
㎏
）
と
な
っ
た
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。




